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こ
こ
に
昭
和
二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
全
国
会
員

諸
賢
の
ご
健
勝
と
ご
溝
禰
を
語
祇
い
申
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
、
た
ま
た
●
震
平
和
条
約
締
結
の
塵
ぴ
と
共
に

わ
れ
わ
れ
は
、
本
協
会
の
創
立
三
十
周
年
の
記
念
式
典

を
催
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
森
林
記
念
館
の
建
設
を
は

じ
め
、
意
義
深
い
多
彩
な
記
念
事
業
を
遂
行
し
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
引
き
か
え
て
昨
年
は
、
静
け
さ
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の
う
ち
に
多
渋
多
難
を
抱
く
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

恥
は
あ
た
か
も
、
漸
く
独
立
国
家
に
復
し
た
ば
か
り
の

日
本
の
歩
む
行
路
難
玲
ま
た
、
わ
が
国
新
林
業
建
設
の

現
段
階
に
お
け
る
林
蝋
人
の
苦
難
な
ど
に
、
併
行
し
た

悩
み
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

幸
い
に
し
て
、
会
員
諸
賢
の
強
力
な
る
団
結
と
ご
支

援
に
よ
っ
て
、
林
業
技
術
の
瞥
及
向
上
・
職
域
団
体
の

機
能
推
進
に
大
過
な
き
を
得
て
、
年
を
越
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
は
、
衷
心
感
激
に
堪
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

わ
姪
わ
れ
は
、
苦
難
の
深
刻
さ
に
正
比
例
し
て
、
協

会
の
基
礎
は
ま
す
ま
す
深
く
堀
り
下
げ
ら
れ
る
の
で
あ

る
と
い
う
信
念
の
も
と
に
、
本
年
も
ま
た
『
伝
読
の
技

術
尊
重
』
を
高
く
掲
げ
、
常
に
若
為
し
い
希
望
に
燃
え

て
、
中
正
の
道
を
進
み
、
協
会
本
来
の
使
命
達
成
に
新

鋭
の
努
力
を
捧
げ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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房 そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
紡
祁
活
動
の
裏
付
け
と
し
て
絶

対
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
協
会
の
自
立
経
済
の
強
化

に
つ
い
子
食
再
検
討
を
要
す
る
時
機
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
総
意
に
基

く
情
熱
を
樋
あ
ら
れ
た
支
持
が
諦
本
年
こ
の
難
問
題

を
解
決
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
精
祁
・

伽
量
相
俟
っ
て
、
協
会
の
塞
礎
を
一
勝
堅
固
な
も
の

に
す
る
と
信
じ
主
す
。
ま
た
、
こ
れ
極
よ
っ
て
宝
本

協
会
を
、
日
本
林
業
界
の
発
展
難
盤
た
る
会
団
に
育
成

し
得
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
蜜
す
。
堂
堂
た
る

満
祁
活
動
を
推
菰
す
る
と
共
に
、
自
立
経
済
対
策
の
樹

立
に
つ
い
て
、
格
別
の
ご
協
力
を
懇
望
す
る
所
以
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
多
難
の
昭
和
二
十
八
年
を
逢

り
、
よ
り
多
難
の
新
春
を
迎
え
て
、
こ
れ
を
慶
び
と
し

た
い
と
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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柴 田 栄

昭和29年の新春腱あたり日本林業旋術協会の潜実な発展をおよろこびすると共に，会員各位に－－

言御挨拶申し上げ蚤す。

申すまでもなく本年は我国独立の第3年目でありますが，自立経済の達成や国力の増進更には民族

の主体性確立等，独立の実をかちとるたぬの諾般の情勢は，蚤ととに多事多難なるものがあります。

自立経済⑧嬬艘である貿易収支をみましても本年度末において特需を加えても2億ドルの輸入超過

力遡け得ないといわれるにもかかわらず，国際貿易鼓争はますますその度を加え，叉特需も減少必至

であり壷すが，輸出才張の最大原因といわれる国内物価の割高是正については殆んど手が打て砲実状

にあり，ととしばらくは自立経済どころか，先細りの貿易を耐え忍ばねばならぬといわれているので

あります。

しかも国内にあっては，昨夏の北九州，南紀の水害から秋の冷害にいたる互額の災害復旧費の負担

は，維職以来今日まで営衛と蓄積した国力を皆無に帰するほどの鱸ﾘな危磯に立ち至っているのであ
ります。

国民経済の一環として桃業界といえども安如たり得ぬことは容易に予測されるのでありますが，私

は今年こそ科錐界，ひいては林野行政にとって重大な試練の年になると覚悟しているのであります。

今日ｵｵ難界には治山治水の恒久対策をはじめ森林生産力の増強，木ｲ櫛I用の合理化，更には森紘法
の龍全実施，森隅fl合の育成強化等幾多の難問が山積し，どの一つをとり上げても解決は容易ならざ

るものがあるのであります。私は林野行政の術にある林業人として日夜全能をあげてこれが障織D打

開に粉骨致しており蚤すが，前述したような国家財政の窮迫から今日まで原始土地産業である雑業の

振興に多大な貢献を果してきた財政笈金の投入力迩度に限定さ恥るおそれが大きく，今にしてこ奴が

対策を誤れば林業の華盤は崩壊必至といっても通言でないと考えるものであります。幸いに林業界の
総意を体して，このような林業の特性を無視する暴挙を防圧出来ます恥ぱ，まことに幸甚と存罵す篭るも

のであり麦すが，それだけにわれわれの側でも財政賢金の能率的活用と産調i9地位の確立について興

剣に自戒努力さ恥ねばなり堂せぬ。年頭にあたり林業の発展向上のために従来の安易さに神れて正道
を誤らぬよう敢えて-菅する次第であります。

最後に秘術者の地位の向上について所感の一端を述べておきたい。昨今全国的風調として戦後の民
主化施策の再検討を通じて戦前の社会経済的蝋境へ復元しようとする動きが活溌になってきたが，近
く予想される行政機雛改革に便乗して林業技術者の地位引下げを意図する考え方が具体化されようと
しているのであります。行政の科学化が各方面から要望され始めた現状において，折角今日までかち
とってきた林業擬術考の地位を旧時あるいはそれ以下に押し下げら恥ることの無きょう会風各位の蘓

起と団結を支えとして絶大な支持を与えられんことを要望して年頭の御挨拶とするものであります。
（林野庁長官）
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村上竜太郎
正月には家舞に門松をたてる。

つつ表しやかな門松が，村落や住宅街に立ち並んだのは，いかにもすがすがしいものだが，会社や

カフェーなどが，豪華な門松をたてたのは何となく浅はかで，かえってみっともない。官庁の玄関な

どの美事な門掻には反感を覚える。

折角たてた門松が，日がたつに従って次第に葉もびがらぴ衰えて行くのを見ると，正月らしくもな
く，何となく燐れで悲哀を覚える。折角みずみ歩し〈伸びて行く子松が伐られて枯れて行くのは，幼
児の命を奪うにも似て，いかにも残酷である。

こみすぎた松を抜切りするのだから，かえって林をよくするという人もあるかも知れぬが，もう少
しおいておけば薪にもなるものを，あたら無駄死させるのは，薪不足のことを考えると勿体ない話で

あるし，叉間伐の時期によって，坑木やパルプ原料にもなろうものを，木材飢鐘の叫ばれている日本

でありながら，門松もたてればクリスマズ・トリーもたてるという風に，落木の溌費をしているのは

何としたことであろうか。

クリスト教とは関係もない，北欧民族の憤習を無批判に模倣したり，立i辰な松をたてて得意になっ

たりすることが，その麦ま許さ熱てよいことであろうか。クリスマス・トリーは，鉢植の木でやるが

よい。叉何も樅の木に限ったととばない。参になると，宇宙にとんでいる善玉が，常緑松にこもると

いう，北欧民族の伝説から出て，それを家の中に迎え入れる慣わしから出たものだから，滞盤木であ

れば何でもか蚤はぬし，盆栽を知らぬ欧州人は,伐った木を使うにしても，盆栽国日本では鉢植の木に

すれば，それがより以上に，伝読の本旨に合うものだと思う。伐ったクリスマス・ 1､リーを使うのは

絶対にやめたいものである。アメリカでも，生きたクリスマス・トリ一運動があり，次第に実行され

ていることを，いつかサンタ，モリタ紙で見たが，我国でも，クリスチャンの家庭などでやるとすれ

ば，生きたクリスマス・ 1､リ皆にして貰いたい，こ＃'1が愛瀧木に及ぶ所以でもある。

門掻は昔は一般的の童らわしではなかった。注連の方は天の磐戸のくだりにもある様に，太古から

伝わったもので，浄不浄をわかつために，刺I事の時に引くのだそうで，元来左細ではしを揃えない，

左は清浄なるいわれであり，はしを揃えぬのは，すなおな心だとのことである。所が門径の方はとい

えば，これは昔からあったものではない。太古は室などの門に専ら榊などを用いた。榊は覚陣士の古

刺I道の誰鍵で伺った脈によると深遠な意義がある。さて正月には祁事が多いから卿をたてたのが，中

古から自ら松に変ったものらしいという。今は祠嘩を忘れて，松だけが残っているのだから，とiLは

．一向に迂棲のあわぬ話で，わずかに形骸のみを止めているにすぎない。

門松は古く賎ケ家の慣わしで「朝庭の諸門には松立てることなしという人あり」と，古今要覧にか
● ● ●

いてあるそうだが，民家の一般的な智慣でもなかった。所によってはしきみをたてる所もあれば，叉

宗旨により，家のしきたりによっては門松をたてぬ家もあったのである。宝永3年11月のお触れに

は「"私を立申可院大きなる松監商売仕間敷旨，町中可相触仕候」とあるから，徳川時代の様に，

人口は少く，森荊笹源の甥蔚な時代でさえも，大きな門松を禁じている。人口が多くて，森林黄源の

枯渇した現在，吾煮は猛反省をしなければなるまい。各方面で門松廃止運動が起っているのももつ二

も至極な次第である。私は30余年来，枝松を使ってきたが，経戦後は鉢掻を使っている。だから年

年同じ松を使い，それを手入れしてよくして行くことは誠に楽しいものである。新春早堂国民は門松

について深く考えて貰いたい。門松をたててしまった時期に，こうしたことをいうのは手拠醗‘しだとい

う人もあるかも知れぬが，門松のことを反省するには正月が一番よい。今からでも遅くない。正月1土

毎年来るにきまっている。来年以後実行すｵLぱよい。お互によく老えようではないか。
睡土凝化推進委員会常任委員長）●
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今年の抱負

の

浦伊八郎三

「今年の抱負」などもう菰の様な退役者に､はあるわけはない。大きな蝋を釣ったり，大鯛を釣る望

みすら戦後はだんだんと薄如て来て1貰匁以上のものはもう私などには当らなくなった。一昨年俳句

でもと一応老人らしい発心をしたのであるが，年間1千句を作ってみても一向ものになる御がない。

それは長い間完全正確に表現することにのみ没頭して来たから噸詠」などといった表現は全く不得

手である。写生句でも掌眞にはなっても絵画にはならないのである。つまり技巧が無いのである。私

は写腫も科学ではあるが美しいものは封府でもあると考えているが，いわゆる芸術享眞とかいうもの

もあって科学的にはわからないところのピカソ，マチス調でないと何の世界では相手にして臭如ない

場合もある。古語を使ったり，わざわざむずかしい表現を瞳ぬと技巧のない\凡なものとなるのでま

ことに困ったことだと思う。

そこで再発心してやっぱり私の導門に近い林学の一方面に返り，主力を挙国遥州桃Iの（具現は別

人の仕事としても）思想普及運動に余生を捧げたいと思っている。今年ばかりではない，寿命のあら

ん限り，日本国土の保全のために，しかして日本民族の将来のために尽して見たいと思っている。そ

のためには近年犬日本山林会で優良科業地視察脚予を行っているが，更に外国の林業まで我国の祢業

家に視察して貰ってはと提案する人もあるので，出来るだけその実現に努力する被りである。叉雑誌

「山林」に出来るだけ遥林問題の記事を豊富にしたいと考えやっているのである。前途のある若人や

壮年渚がかえって現在のみに没頭し，蓄職や林力の臘耗を蕊とする傾向があるので，反対に先の短か

い老人が民族の後喬のために遺産としての蓄積を増やしもって国土の保至と経済の発展とを期したい

と考える次第であって，そ紅というのは私には人類の系統発生を考え蔵い佃人本位の今日の哲第政

洽等の思想が生物学的には間逢いであることを信ぅ意るが故に現代の第一線人士とは傾向が多少異なっ

ているのであろう。

この造淵諭も為爽者がやらないとなると撰林国に止まる恐れがあるので，ドイツが百年の歳月を経

て今日の喬林国になったことを考え1人でも蓄穣をふやす思想を養うために1人11II捗挫琳法を1昨

年来提唱しているが今年も唱えたいと思っている。そしてそれを百年以上の伐期にすることにより面

積が少くともせめて蓄穣をふやしたいと請えるのである。金山や身延の1万讃以上，1万4千石の蓄

程”ある杉林を高野山で測り得たので小面積でも伐期を高めることにより蓄穂が轍し得るばかりでな

く個人経済的には土地の値上りを待つ以上に植木の値上りの大なることを考える時との提唱に共鳴瀞

を見出すのである。 （大日本山称会会長）
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新年度への抱負

原 耕 太

新年度を迎うるにあたり，我国森林蚕源の現状に鑑みて，抱負の一端を述べたい。
林木の生長促進

林木を早く肥らせたいとの要望が今日ほど唾んなことはない。我国の森林費源は奨在のま妻で進む
と30年たてば山に木がなくなると僻告されているほど債弱であるから，無理もないことである。林
木の生尉麿隆の手段としては，品種改良，施肥等力端えられるが，私はこの際避林地の撫育を実行し
たい｡折角趣体したものが下刈，蕊切，除伐の不行届から生長を妨げられ，笹だしきは蕊の網を被稜
られている。天然遜休の場合は一段とひどい。天然更新を天然放置と曲解しているものさえある。天
然であろうが人工であろうが造林地に区別は危い。天然迭赫は榊箇，撫育をしなけ恥ぱ成林はむずか
しい。今こそ生長促進のために造林地全休の撫育を励行して少しでも早く利用出来るようにしたい。

幾休漁業撤菱が撫育を対象としていることは結椛であるが，遊休後5年以内の人工獺兆地の下刈を
対象として，天然進赫が加わっていないのは片手藩である。融費の対象は下刈ばかりでなく，謹切，
除伐等鐘休地から収入が得られるまでの事薬全休を対象とするように改正されることを希望する。

奥地妹の逵材樹種にトドマツを推奨する

奥地林の開発に伴って伐採跡地の遥林樹極が問題となる、奥地林は水源澗養林等の保安林が多いか
ら，択伐して天然更新による，ではすまされない。調う峨源の遥成から見ても，水源瓶識機能強化の
面から見ても，跡地は州来るだけ多く人工遥林を行って，有為底る山林に仕立つべきである。奥地林
の樹種はアヲモリトドマツ，シラベ，トウヒ，ヒバ，モミ，ツガ等の針葉樹とブナ，ナラ，カヘデ等
の広葉樹が多い。遜林樹種として在来のモミ〃ツガは蕊化地方には育ち難く，ヒパは西南地方に遥当
しない。シラペ，トウヒは広く適用さｵ‘しようが，私は中央部以北にはトドマツを推奨する。青森県海
岸地方に直径1尺5寸，樹高10闇という梢殺木のトドマツを見かける‘これは父噸が北海道の漁場
へ出稼して持ち帰ったものである。昭和10年頃，青森県T北半島のk畑営林等管内，佐藤平国宥林
には，5年ばかり前に通林したトドマツが，年禽6，7寸づつ伸びて，被害もなく健実に生長してい
た。叉青森県上北郡甲地村の王子遥林会社所有，大平山林には，昭和27年10月，12年生になった
5反3畝歩のトドマツ進林地がある。樋高が胸高以下のもの，62本と除いた757本のzF均樹高, 9
尺8分，（簸高21尺)，平均直径1寸7厘（最大3寸2分）を示し，附近のアカマツ遥林地に比べて
遜色がない。この1､ドマツとそは，中央部以北の奥地林に，逝林せらるべき有力なる樹種である。鑓
非試植したい。

造林功労者の表彰
途林地の肥料には管理人の戴蛙が－．蒜よく効くといわｵLろ。管理着の育て方によって立派な山にも

な恥ぱ，大切籏金をかけても成林せず笑い物にもなる。ここに紹介する故高橋秋雄君は，昭飛113年
5月，王子進林会社へ入社して昭和24年8月病投さ恥るまで，青森県野迦也に駐勤して，大平，狩
場沢，白砂の3山林で，600町歩のアカマツ造林地を完成した。造林地を愛育すること，子女を育て
るに異ならず，雨の日も風の日も，山に出かけて趣林地に親しみ，1日でも山に行かいば気がすまい
ようであった。自己の業績の批判を喜んで蕊き，常に仕事に工夫をこらすことを忘れなかった。たま
たま病を得て』イI11台の大学病院で治療して帰り，狩場沢山林のアカマツ識林地が開拓の対象となり，
焼かれているのを見て逆上し，ナイフで腹部数ケ所を切ったが，幸に傷口浅〈生命をとりとめた。そ
の後，病気再発し，死の7日前，小林諭社躍一行が病床を見郷わ恥た時，も早や一本の煙草を持つ気

･力もないばかりに裳弱していたにもかかわらず，アカマツ造林に関する抱負を熱心に述べたという。
同霧の如きは蚤ととに得難い管理者であった｡霧が手にかけた造林地は,開鑿地に買収さ鯉たものを
除き悉く成林して，15年生で]“薇の蓄職を保有している。会社は同君の功績を菰えるために，大
平山林の一角に記念碑を建てることになった。たとえ遥林地は伐採利〃jされるとも，高橋秋雄君の偉
業を永く後世に伝えんとするものである。 （王子造林嫌式会社枇長）
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森林灌経済

福 良 俊 之

1．

昨年のことであるが，英国の経済誌オブザーバーが発表した‘溌国の将来を想うう'という論文は，

わが国でも広く読まれた。この論文の中に，各種の統計から波緯して，工業生産物に比較して，食綴
の生産墹大率が低いこと，従って，食稲価儒が工業生産物価に比して割高となる傾向が揖擶されてい

る。英国が食獅の自給礎を高めなければならぬ，との論拠に使われているのだが，閑却され勝ちな点
に難いメスを刺し込んだ意見だと思った。

食総生産の方法にも幾多の技術的改善が加えら恥ている。しかし,工場における生産と逮って,農
業が自然的な制約を多く受ける点に問題がある。世界に詩ける人口問題が，結局は食職陶題に帰蒜す

ることを現わしている。識林と経済との関係についても，先す怠調*が大きな自然の影響を受け，その
成長が自然に制約される点を重視しなけ#しばなる主い･

2．

森称が水源祇養のため必要であるとか,洪水を防止するために必要であるとか；また,水枕パル
プ費源として不可欠のもので，従って経済的に見てもその意義が大きいことはいうまでもない。しか

し′機賊文明というか近代工業の発達以来，経済が著しい蓮度で進展しているにもかかわらナ，自然
的制約を受ける部分では，その塘産，造成が経済の発展に伴わない。そこに問題がある。

今日でも2棚早的視野に立てば，隠発利用されていない森淋讃源はまだ堂だ多い･しかし，少くと
も′消識地に近く，開発利ﾉWが容易な森林菱源は，その生産，遥成の速度と利用の速度が著しくかけ
離れているため′急速に喪源が喪われようとしている。造成林といっても，その成長は自然の制約を

受けていることを志恥ては造らない。いかにして経済の進展と，自然的成長とを調整して行くかが，
森林護源保謹のために考えられなければならない。 （東京新聞論説委員）
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大 沢 正 之

農業においては，科学技術の向上により，単位面積当り收穣がここ数十年間に倍加し，農村文化の

めざましい発展が認められる。然し林業では，優良林地は減少し，森林蓄俄逓減による年伐額の見通

しは悲感的であり，叉植伐相伴わぬ経営に基く林地の荒廃箸しく，森林の国土保安的効果に欠陥を生

じ，年煮各地に水害を頻出せしめている状態である。同じく土地生産業を建前とする農業及び林業に

おいて， このような両反面が鮮骨に現出して来たわが国の現状を顧みると， まことに痛恨に堪えな

い。もちろん両巻の経営形体や生産目標等に，大きな相逮は認められるし，更に林業自体の特異性を

老癒しなければ，比較対照することの無理なるは明らかであるとしても，林業を農業と同様に国民経

済上の一産業体として取り上げた場合，一方がめざましい発展過程を辿りつつあるのに，他方が年乏

哀恥な姿に変ってゆくことに対し，洞蕊人として無関心であってよいだろうか。よろしくこれが原因

を探究し，速急に林業振興荊策を識歩ることが，今日わが林業界に課せられた緊急問題である。

元来，林業は地味で，しかもこれに直接関係する国民も比較的少いから，避業の如く国民全休の関

心を喚起するような問題に乏しい。然し，国土の65％の面稜を擁する森林の管理経営を目標とし，

日常生活必需品たる木材の生産，水源の緬養，国土の保安等の重大使命を有し，更に農業と同じく食

綴生産の一翼を拠っている科蕊が，国民経済に寄与する役割は，必歩しも農業に劣るものでなく，む

しろ林業あってこそ他の諸産業の生存権が保持されているといっても遡言ではない。それにもかかわ

らず林業が現在鰯Lな状態におか恥ているのである。これはわ力通林業の全般が,農業の如く集約化

きれ叉合理化されていないところに問題があると思う。あたかも建物があっても，その内にある器械

謬揃が鰯團で，生産効果の悪い工場と同じように，林地はあっても，工場の設備誰本に比敵まる林木

蓄菰が貧弱なため，森林の経済的効果が完全に果さ恥ていない場合が多いのである。もちろん少数の

林業地帯には農業と同様かなり集約林業の実施されているところもあるが，全休としてわが国の森林

は天然林的存在で，林地の区劃整備はおろか，栽琳の管理経営に絶対必要な林道すら発達せず，合理

的林業の対験となる法疋林の形体が殆ど備っていない。従って燕休に対する生産I卿科学技術を導入
し，作業を合理化するには頗る不便な点が多い。たとえ刈業膨術として価値が認められながらも，こ

れを応用すべき対象称地の存在に難点がある。すなわち遭聯は確立さ#しても実行が伴わぬというのが

今日の日本林業のいつわらざる姿であるから，現実林に出来るだけ人力を加え，これを早く法正林に

つくりあげ，もって林業本来の使命を完全に果さしめたいのである。この場合先震問題になるのは，

称業技術を行使する人間の総力を導入し易くするための交通設備であるから，称道網の完備というこ

とが，すべての計画に対し先決しなけ#Lばならないと思う。人力をなるべく避けたり，節約したりす
る天然林的取扱に対しては，林道は左程重要ではないとしても，林業技術を完全に実施せんとするに
は，多数の人を林内に誘致する手段として林道が必要となる。わが国林業更生のために全国の森林地
帯を一丸とする林道網計画を樹立し，全林業人根協力してこれが実施に努力すべきであると思う。な
おと#'Lと平行して現実林をなるべく早く法正林に導き，農業と同様林業生産力の倍加を念願してやま

ぬ次第である。 眺大農学部教授･学術会議会員）
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今年の抱負

の

大 政 正 隆

わが国が未曾有の惨蝸を蒙ってから，すでに・8星霜を経た‘ もともと経済韮溌の浅かったとの国が

この短日月の間に昔の姿をとりもどすなどは夢に‘考えら#しぬことであるが,少くとも見かけの上で

は，一応の平静を取りもどしたようにも見受けられる。このことに関しての論議はともかくとして，
緋究機関をあずかる身として，新たなる年を前にすると深V,感慨と新しい党悟に身のひきしまる思い
がする。

いつの時代をふりかえって見ても，わが国で，蘇究所が豊かな日上を逢ったことがあったであろう
か。わたくしの最大の任務は，研究所を"院所らしい位燈においてその任務を充分に推行させること

と，研究者がそれらしい待遇を受けることができるようにすることである。これは何も今年の新らし
い問題ではないが，引きつづいて努力しなければならないわたくしの蕊務である。

戦後のイギリスや西ドイツからの情報によって，わが国の経済自立にも科学技術を充分にとり入ｵL
なければならぬということが，昨年の夏ごろから朝野の等しい要望となった｡わたくしたち研究者の
資任はますます重大になったといわざるを得ない。幸にわたくしどもの潔究所の人瀧は，若い研究者
から年老いた欝畑に働く人達までも，ただ，何とかして撚業のために，また，林業を通してわが国の
すべての入の生活のために奉仕したいという一念に燃えている。わたくしはこれらの人逹の熱望に応
じて，林業奉国にこの身を捧げたいと考えている。

それにしても，科蝶試験場は，設備といい，予算といい，人員といい何と魚鰯なことであろうか。
こ奴では折角の蕊職も充分に発揮することができない。凝代の場長はそのためには随分苦慮された。
わたくしも及ばずながら，試験場の各部釣り獄心的な援助を力として，わたくしながらの努力をして
きた。今年もこの努力をつづけたい。

幸にも林野庁陰暖い心をもってわたくし逵を媛助しているが，わが国の現伏は北国の眞冬のように
厳しいものがある。科業界の各方面の深い理解と力強い後援をこの際特にお願いする次第である。

われわ奴研究者の解決しなければならない問題は山穂している。多少ともそれを解決して，林野行
波に貢献し，林業産業に寄与することが看きるならば，わたくし達の幸禰と恥に過ぎるものはない、
であろう。 （称業試験場長･学術会議会員）
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今年の抱負
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抱負というと大げさに聞えるが，本年こそはやり途げたいと思う仕事透ら，2つや3つは私にも底

いわけでもないので，それを述べて資をふさぐこととしたい。

斜面混揺造林を小野陽太郎技官と方迂でやっていたのは，もうm数年前のことであるが,当時いろ
いろな批判や心配が私共に向けられ，その「きめて」としての実行成縦は当時としては，将来の調査

結果に待つより他なかったわけである。九州地内での成績調査は昨年と一昨年とで経ったので，本年
は岡山，広島，長野，耐奈川，岩手の各県のものについて行うことが出来#しば幸と思っている｡今ま

での調査結果では成績は予想通りにいっている。

炭津地の遊休の研究は19鉛年から始めて，今年で5年になるので，本年中には完成したい。特に

昨年は大水害があったが，これを行った所と行わない所とで，著しい崩壊の差が現われ，また工法の
間にも優劣の差が見えているので，今年中には一応「決定版」を世に出したいと考える。こ縦は交部

省の科学"院裁による枕事である。

次に，低位生産彬也撫育の研究だが，これは海岸砂丘の草地化による環境撫育の第2回試験を予定
している。昨年実行の成績に横討吟味を加えて，よりよい方法を見出すためである。海岸砂迂におい

ては立地因子の分析脚上較的零易であり，また加えられた人為の効果力割合にはっきりと計量でき，
この点で迩林の基礎理論をつかむ上に便利であるようである。クリリウム，エロテール,A二-22その

他類似の土壌調整剤の不成綴遥林地への迩月j試験をも本年は是非実行したいと考える。

なお本年試験賜院開始予定のものに，ユーカリの磯林試験とスギ（ヒノキ）間伐試験とがある。こ
れらはいずれも九大演習林内に試験地を設ける見透しがついている。

本年，多分秋醗になると思うが，日本脊種学会を禰岡で行うことになると予想されるので，林木育
種関係の人糞の多数参剃IIされることを希望すると共に，林木育種協会からの御按助をもお願いしたい
と思う。

洲間人の思想問題としては，林業の社会性と経済性（私経済の意味での）との関係について，数年
来思い惑うているので，本年こそはそれに綱と詩を打つべく勉強したいと張りきっている。

（九州鐸農学部教授）
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の富堂嘩繍､鯵鱗形卿'灘唯

今年の抱負

井 鼎貢 →

1．森林計画を軌這に乘せて見たい。

森林計画とは耳にたこが出来る怖聞いている言葉であるが，さてと＃Lの現実となるとなかなかどう

して面倒で，のみならず一般に理解し難い代物である。役所の若い連中はそれこそ徹夜をいわず勉強

してくれているが，その成果を熊休法に規定するr森林輔織会」に掛けるとなると案外の苦勢力雲る

のである。いわゆる学謂潅離険者なるもの力簿蕊休計画が良くわからないのである。そこで生わかりの林

務部長などが「さくら」になって誘導質問をして，何んとか会識を軌道に乗せて行くという辛さがあ

る。いわんや町村長などになると何んとしても理解さすに骨が棚Lる°しかしことは重要で，日本の

林政を確立するにはどうしても，この森林計画の縮祁と内容とを市111Wf長はもちろん奥に森州ﾘﾉ附着

の頭にしっかり謬透さ篭いばならない。国有林の経営案は60年の伝統を有して今日のわが国林産物

需給のバックボーンになっているが民,榊艤林計画は関係者の非常な努力により上うや〈形態が整っ

た程度で今後これに魂を入ｵしること，すなわち啓蒙に一段の力を入れる必要がある。今年とそはこれ
をやりたい。

2． 治山・治水の－環としての保安林整備において，その設定基準の研究詮してみたい。

保安*感嚇は林野行政においてきわめて重要な事項である。民有林#ておいては個人叉は公共団体の

財産に制限を加えるものである限りにおいて，その設定に当ってば充分の科学的基礎をもたらしめな

ければ‘ならない。しかるに珊犬を見るに実に漢としたもので土砂汗止にしても水源猫饗にしても，少
し突込んだ質問を受けると返答に困る実体である。そこで数年前から小出･帥士に依頼して編島県釜休
の地質調査をして賀つた。と＃'しに基き災霄と地賛との関係を類型的に求めて大綱巴でも保安林設定基
準ともいうべきものの試案を今年こそ作製してみたい。

r

3．林業技術普及事業に一段の努力をしてみたい。

織改良普及の方は大分農村に灌透して来て，機会あるごとに普及員の塘員と窪饗の増額が叫ばれ
ており,､ ことに昨年の如き冷害に際しては技術普及の必要臓輌認識さ鮭活溌な意見が方だから出て
きている。しかるに林剴鍛術蒋及となると，まるで低調で1刷寸はもとより森洲斯有群にしても無反応
である。もちろんこれは椛業生産の長期性によるもので技術普及の効果力鞭期間に現われぬためでも
あるが，それにしても，も少し多くの予算と人員とを揃えたい。林聯庁の発行する林業技術に関する
優秀なパンフレットは頼もしい限りであるがこれに並行して現地の普及事業の進展を希みたい。
4． 広葉樹利用事業に新しい面を盛りたい。

これは問題を禰島県に限定して述べる。というのは本県では純県饗慨に1億円近くに達している）
をもって南会津に県営事業を開始しており，2ケ所に製材所（乾燥・木工設備を具えている）藍設け
国有林とタイアップして未開発林分の高度利用を目途として事業を進めているが，仕事は寧ろ今後に
あるというべきである。即ち本来の使命たる利用合理化の設備と更に指導面の拡充に意を注ぐ必要が
ある。北海逝庁叉は秋岡県の林業指導所の域に1日も早く篭することが望ましい。今年はこの目的に
向って一歩を踏み出し度い。 〈福島県林務部長.学術会議会員）
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年頭の抱負

冠

の富

＝
』淫 男石 谷

国有林経営も淋汲瀧一以来の7ケ年間迂余曲折の道産経ながらも漸くに着実な歩みをつづけ得るに

至った事は真に塵ぱしい次第である。しかしながら公企労法の通用を受け株産物需給の上に一役を果
しながら町村合併の促進を契磯とする新な諸問題の提起に当面して，その本質論と共に経営について
も一段の工美と飛躍が切望されているのが現状である。

国有林経営上再検討を要する点として考えられるのは養産の再評価と経営の方法とであろう。立木
の蓄積とその価値をiE砿に把握することについては永年たゆまない努力をつづけており，昨年以降は
更に一段と強力にこれを進めているが，まだ理論と方法を確立するまでに至っていない。本年も引き
続き徹底した熱意を傾注したいと考えている。

叉国有林の本賀論とご虹に関連する涯菅形態について深い検討を要する段階に立至ったように考え
られている。昨年初頭公企労法迩削以来窪営内部にあ器諸問題の種走な困難性と棋雑性とが次第に表
面化してきているが，これらを根源的に解決すると共に，経営上の収益の用い方す底わちいかなる面
にいかなる方法と規摸で再投費するかの問題，あるいは一般会計へ繰入する適正額算定等に関し，こ

れを適切に解決してゆかねばならない。

経営をその事業の面から見た場合伐採量と成長量の関係が常に問題になるが，単に成長量だけを伐

採するのではなく，成長量の質と量とをいかにjMIIさせるかが問題であり，広汎な対象に迭林を強力
に推進してゆくことこそが最も緊要な急事である、奥地林の開発や広紫樹の利用等はますますと等を
普辺化して行かねばならないし，就中猫部地帯国有林の開発とその経営の適i塵化については測期的な
措腫を誰う壱べきととが強〈要請せられている。

蹴って国有林と民有林との関係をみれば，近年両考の経営の一層の緊密化が要されるに至った。特
に国有林としてはその経営を合理化しこの機能を全面的に発揚することによって，国民民生の安定に
萱することを目標としなければならない。昨今治山治水対策上民有保有林の国による買一上が論議され
ているが，国有林謹営の本来的使命にかんがみて社会公共の禰耐鋪進の見地より充分な検討を要する
問題である。

こ＃しを要するに国有林の経営は近時漸くその韮礎弥竣定しつつあるが，本年はその飛躍発展の歳で
あるとと遂確信する夫第である。大方各位の御協力を御願い致したい。 （林野庁業務細勤
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の言堂沙聯I'鱗妙繍妙灘平

年頭の辞

幸 田 午
一
ハ

災害の年1953年逓逵り，ことに新たなる年を迎うるに当り平素の所懐の一端を述べ，本年の林政

推進の決意を新たに致して見たいと思いますb

願みるに，わが国も本年をもって戦後9回の年を改めたのでありまして，この間林政の統一，森林

法の改正等に伴い，一応わが国の林政も緒についたかの感があるのでありますが，その施策の面にお

いてはまだ十全とはいい難いと思うのであり毒す。そ恥腫森林計画の全面的実施以来まだ1年有半で

あり，借すに時日をもってする必要もありましょう於更には避礎的諸菱料の完備にまたなけ鯉ばな

ら底い而も多燕あると思うのであり壷す。木材価格の騰貴に刺戦されて，植伐の均衡も逐年好転しつ

つあるとはいうものの，伐採麓並謬に需要量の把握は充分であるとはいえませんし，更には調氷費源

の糊Iﾙな調査にはなお一段の努力を要するものと恩われ麦す． ’
か〈観余る時は，本年はますます森林法の効果を発雛造しめるために，その実行の面においても椿

段の施策がなされるべきはもちろんでありますが，蚕源の調査，伐採量及び市場の把握等,基礎的聲
料の完備をより一勝推進して行く必要があると思うのであります。

森榊m合の指導助成の面におき毒しても同様でありまして，森林法の脳玩以采昨年当初毒では新し

い組合への移行及び整備に鼠力致して参ったのであり:藍すが，本年はこれをより質的に充実せしめ，

眞に組合員のためになり，且つ，わが国林政推進の一翼として役立つよう強化拡充して参りたいと思
い毒す。

次に，燕休養源維燵騨強の目的は,制礎物の供給,国土の保全にあることはもちろんでありますが，

これは鑓覚国民の禰阯の増進に外ならないのでありをす。然して林野利用の面，雇傭の面，災筈の関

係等においても，鰻も林業と密接な函係にあるのは農山村でありまして，この点からいいましても農

山村問題は獅攻上の大きな問題であります。昨年は不幸にも異辮な風水書，冷害等を被りまして，と

姫らの復旧及び羅災渚の救窮のため，林野庁に語いても諸唾の対策力隷ぜられ，底かんづく汐治山治

水のための根本施策として保安林の強化蕊備が，強力に推し進められることになったのであります．

しかし，洞錐の振興を計るには農山村の眞の安定が必要なのでありまして，このための恒久的な施

策があわせ行われる必要があります。本年は国有林野整備臨時措置法の施行期限が魅了する年でもあ

り壷すので，その後の対策も地元農山村提の眞の声を聞き，有識春の卓見をも参考とし表して，前述

の民有林対策を含め，広い視野に立った林野柿段湖離して行きたいと考えるのであります.、

その他抱負は多交あるのでありますが，最後に国宥林野事薬のことになりますが，公企労法の運用

につきましては，もちろん団体交渉にまつところが多いのでありますが，公共企業体として労働の生

産朧を向上をしめたい見地から，労測聯没の改善，合迦的な蹴剴謬測，公平髪当歳賃金体系の確立に

よりまして，洞錐生産の場として明るい働きよい環境を造り上げて行くよう努力致してまいりたいと

思い漢す。 （林野庁林政部長）

一］‘2－

ｑ
■

｛
』

色

【

一
一

陰



v撫紗鱗形聯蝋挙動藷
今年の私の抱負

髪
、

の富

野 沢 徳 郎

いろいろな抱負がある。ああもしたい，こうもしだい，あんなになったら，こんなに出来たら－，

といろいろ思いつくうちで，私はやっぱり'何としても樹を植えたい，造林をしたい，樹を育てたい。

更に章をうんと繁らせて牛をどっさり飼って牛乳をふんだんに飲める綴豊かな国土をつく，たい。い
や私1人で出来るものじゃない，皆にそうしたものを作って貰いたい1 抱負じやなくて希望か！夢
か！ ともかく住みよい国土が生れ出ることを切望し，をれに向って1歩でも前進世しめたいという

のが私の多年の念願であって，今年もこの線に沿ってゆきたいと思っている。

“衣食足って礼節を知る，, じゃないが混食足って側蕊な体にな鯉ぱ更に働くことが出来るし，道義
も昂まり， いわゆる民度もあがってくるだろう，必永楽土が生れるだろうというの力認の信念であ
る。

緑ゆたかな国土を作る1 山だけでなく樹をどんどん植えで行く，これを一生懸命に育てて行く。
口では簡単にいえるが，これが仲凌容易じゃない。維戦後世の中が落ちつくに従って迭林熱というか
植撒蝋というか，国土を緑化してゆく熱意力婦まって来てメ個人も町村も植樹をかなりやっている。
しかし，個人にも，町村にも，その他の団体にもその蓋金において，労力において，また技術におい
てそれぞれ限度があって，折角植えた後の手入伽功墹来ないとか，管理が悪いとかいった事がちょい
ちょいいわれだした。そんなことでは甚だ心配でならない。この侭にしておくわけには行かないとい

うわけで,我岡山県では遅ればせながら県行進称20ケ年計画を樹てて，29年鹿から10ヶ年,隼
に1千町歩づつ，次の10ヶ年は250町歩づつ，合計12,500町歩避淋し，既植の県有林なり県行
鋤休地2,500町歩と合計すると15,000II町渉となる。これを合理的に経営して行って治水の目的を
達すると同躍に，県財政の確立に役立たせようというのである。これ等はほとんどが町村有林に地上
権を談淀して鐘休し，收謹に際して分牧するのであるから町判飾攻の麹薩も作れるという狙いであ
る。しかし，県がやるからといって金があるわけじゃない，既往の迩休地からの岐入をこれにあてる
とか，叉との遮休予定地にして水源林として行けるところはそれによるとか，いろいろと苦心はして
行くつもりであるが，何としても苦しい県財政からそう沢山の経斐の支出は出来ない。ここで私が望
むことは，政府の遥旅麦金の剛漬を県も受けたい。現在の地方財政法と農村漁業金融公庫法との制綺
を受けて，県がこの金を借ることが渦来ないことになっているのだが，何とかしてこ恥を改正する
か，今話題になっている遥朧促進法にこの瀬項をうたって貰うとか，何とかして県自らも悲休をどん
どんやって行ける様にしてほしいものである。県は技術陣を痔っているし，民間へ奨励するためにも
筒からも実行して行くことが，より効果的であり，金を貸せる政府もそれの方が確実であり効果があ
がる筈である。県であろうと，個人であろうと，会社であろうと遥林に変りなく，叉県にこの融蓋を
することが地方財政を乱すことには毛頭ならない筈であって，地方財政法で心配をしていることは全
くない筈である。－こうした事が実現することを望んでやまない！

私の今年の抱負は一言r県でも造林黄金を借りたい』一ということになってしまった。
（岡山県林務部長･掌術会議会負）
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ま え が エー

松川恭佐理事長

ここに私は，日本*礫乾術協会の30年の歴史を皆様に紹介することを光栄とし，一
膳驚任の重大なるを覚えるもの通ある。

本史は，一昨向諭1立30周年記念事業の一環として企画されたものであるが，本協会
嘱託成沢英一氏がこれを担当し，半歳余りを費して浩潮なる原案を編纂した。次いで早
尾丑麿氏・河田燕氏・片山茂樹氏･･太田勇治郎氏・杉浦席一氏等諸先輩の稜閲をねがっ
た上，本協会の緬集委員会で成案を決めたのである。

我交のような会団が，新らしい時代の目標を定めて進路を正しくとり，中正の道を踏
みは赤さないようにするためには，常に古るきをたずねつつ，現庄の様頻を反省し，携
みなく努力推進することが，特に夫切であると思う。

この意味において，この三十年史は，斑重にして必要欠くべからざる蓋料であるから
全文を一本に収めたい心組みだったが，窪蟹の節約と，周知をはかりたいために，その
抜華を会誌に通股することになったのである。

全会員諸賢の諒承をいがい，本協会育成のため，一屑の支持を与えられんことを望ん
で止まないものである。
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まった。

その間の本会の消長の跡を辿って見ると，で"I則の本会の消曇の跡を辿って見ると，大正10年6月神田錦町の学士会館において，興林会

が弧々の声を挙げ，昭和13年社団法人興糠会へと成長
し，更に昭和23年社団法人日本林業技術協会と談称し

て，現窪に到るまで，はや30年の歳月力躯ぎ菱ってし

列､云 今さらなが

it長 らぱ会的背景の影響が大なるを感ぜしめられるが，便宜
芯し 上大徳次の4雛二分けて時代的活躍の特徴を観察するこ
てし とができると患5．
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わずかに林学士会とい弓のが毎月一回神田錦町にあった

バラック建の学士会館の一隅笹例会左開き，明治20年

頃卒業の大先輩から大正6．7年出の若い人達が入り乱

れて歓談に時を過ごし，若い人達は老人の高説陣聴が終

ってからあとで自分達だけが居残る様にな愚と俄然活況

を呈したのが常であった。

この頃林学出身者の間にはその待遇問題がやかましく

論ぜられていたが，それと時を同じくして，同議に逆溌

にあった農学及び工学出身者も待遇の是正を叫び，それ

ぞれ瞬政会｣，「農政会｣，「工政会」を組織して，目的

を一にする三会は合流して「三政会」な設立，林政会か

らは早尾遜麿氏が幹事として参画し活霞した。

この会団は組瀦髄蕊傭するにしたがい闘争に対する切

れ味が漸次鈍ってきた。これを見て慨嘆焦慮しはじめた

のが大正出身の若い称学士連であった。彼等の当時の意

気の盛んなことはすさまじいものがあった。他力本願左

排し我燕若い者だけの自力でことに当ろうという空気が

熟成して新しく I新緑会」が設立され，次いでこれが改
名されて「こだま会」となった。故中村喪一郎氏や河田

蒸氏等が世話役であった。

しかし会とほいうものの，会則も無くた淀有志が集っ

て怪気焔をあげていたに過ぎなかったのである。会合が

度重なるにつれて，漫然とただ気焔ばかりあげていても

始まら延い，若い按粥者は大同団結して地位の向上を図
り専門科学の上に林業行政を築き獅肺の刷新を企図しな

ければならぬ，そｵ1jには「こだま会」をもつと組識化し

て会員は林学士に限らず広く一般の林業技術者をも包含
した会団にしようという主旨から「こだま会］は自然解
消して，ここに新しく「興称会」が生れ患ことになった

の､である。大正ユ0年5月5日神田の学士会館で開かれ

た「こだま会」の艤上で興林会創立の議力錘つた°発起

人は石井采太郎，伊東茂,馬場賀訓,早川紘二,二田原

嘉彦，西山久好，渡部寛語，片山茂樹’河田黍，田中勝

吉，辻行雄，工藤一郎，掻井武任，沢野拡蔵，北島君三

清水林平汐杉浦庸一の瀧氏であった。次いで6月30日

同所におけ為集会で興林会狩則草案にｼついて協議決定を

見た。越えて8月8日目黒の林業試験場腱おいて薬林会

設立趣意響の成案を得，同志を募る段取りとなった。

当時の「こだま会」の模穣腫ついて杉浦巌一氏は特に

本会の乞いに応免て次の蟻に述べられている。

第1期 （大正10年～昭和5年）

いわゆる創始時代であり，且つ大正12年の関東

大震災，翌13年の行政整理に遭い多少の沈滞期間

はあったが，この間技術官侍遇問題を提げて政府に

肉迫するなど活況な呈した。

第2期 （昭和6年~昭和15年）

興林会の黄金時代である。主として理事太田勇治

郎氏采配を振い，昭和出身者が中心となって活躍し

錐。昭和’’年機購の犬改正を行い，初代理事長に

白沢保美博士を推戴し，各穂委員会を設涯,地方支

部を創設，事業部を開設，叉昭和’3年には法人組

織に敦め名実共に興称会の活躍勘撮も高潮した時代

である。

第3期 （昭和16年～昭和22年）

時局が日支事変から太平洋戦争へ展開すると共に

事業部は極度の喫肘を受け，この間本会機構の改正

部制の実施,各種委員会の活躍等あったが，つい庭

昭和18年9月には会誌を休刊,爾後戦災に遭うこ

と3回，書類，調度その他一切を擁失して終戦を迎

え，早尾丑麿氏を第二代理事長に推挙して，この困

難時に際し興林認建に努力したが，本会の革新を

期して全役員総更迭した。

第4.期 （昭和23年～ ）

戦災により全てを失った興赫会を再逢すべく松川

恭佐氏が第三代理事長として早尾氏よりこの重褒鞍

継承した。先ず定款の大改正により，会名を社団法

人日本林業技術協会と改め，支部の組織拡充湖上，

蕊助会員制の設定等により，会員1万名獲得運動に

移り，事業としては出版に主力塗睡き機原茂専務理

事と共に必死の活動を開始した。本部並び雁支部関

・係者の献身的努力はついに実を籍び，昭和26年漣

は会員数目標の’万名を突破し,今や名実巽に林業

関係者の唯一の職能団俸としての地位を確保して輝
かしい創立30周年を迎えることとなった。

一

可

‐

＝

。
『

次に上記4期の過ぎこし跡をかえりみて，少しく時代
機相の変遷を記して見たい。

（1）興林会濫鴻時代（創立の前後）

大正7．8年項－－当時我国林政史上第一段階を画す

る時期であった。明治32年に始った国有林野の特別経

営事業や，森林法の制定に伴う諸施設戯一段落詮告げ，
第一次治山事業も成立し，これ等に従事した大先殿達は

功成り各遂げ･這ようやく老境に入った。時あたかも欧洲

大戦は終末し，世ば蕊新の気鋤こ漆っていた。

その震，現在の日本林苛簔はまf錨成されて拳らず，

杉浦庸一氏一一当"｢こだ堂会」発足当時のことを顧みま

すと若い技術者の胸中にみなぎづてい錘元気が「こだま

会」な織成させたことに間違はなﾙ､のですが集った人盈

の意気込み，気持は必ずしも同じではなかったと思いま

す。当時の若い技術者の心の中にば程度の差こそあ許嫁

－．15－
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少とも次のような気鋳があった之思います。事務官に対

する横懲，学閥に対する不平,技術官の待遇の改善がそ

れです。そしてこのような嫌やなことを除くには自分達

自らが勉強しなければ駄目だシと稚賊めたものです。し

かしこの「こだま封迩醐侭ややもするといたずらに先

輩にたてついて先輩の忌騨に触れ』感傭を害することも

なかったとは申せません，誠に芳気の至りでお恥かしぐ

感ずるわけです。

昔ほ随分気障な燕務官で嫌やな奴がいたことも蕊実で

す。若い事鰐官が局長艇なって来ると我套の尊雛する老

先誰をコッピドクやっつける。平生溝となしい老先鞭が

禿頭から湯気を立てて怒っているのを見ますと我々も阿

惜しくて血麩湧かせたものです。叉毎月一ツ橋の認二会

館で開域沁る称学士会で早尾さんが林業技術看の待遇改

善について川瀬先生′松波林業課長，白沢試験場長など

#こFつめ寄るのを見たこともあり震す。この議な空気の中

にあって若い者たちの心の中に「こだま会」結成の気運

莎鋤いたことも見の霧す．ととはできないでしょう。早尾

さんは年代からいって「と淀蛍会」の会貴さはなかった

②ですが，有力な同情者，後援者であった訳です域

30年史が物語るようにその後の幾多の盛衰,変遷を

経て今日のような有力な辮昌団体となりましたことは，

前述のよぅに沢山のえらい先輩，同学の士が苦心，努力

されﾎ鱈慧鋤府者が大同団結したからであると思腰童す。

謹んでこれらの方,々に敬意を表し童す"。（昭和28年11月

9日寄）

たこと堂覚えている。

さてそれから月日はも慨して，たしか大正9年の秋の頃

と思う（この寄り合いの年月日を忘れてしまったことを

非常に残念に思う）何か「こだま会,_lの連中を糾合して

若い技術者の一致団結登る意見を発表（その方法は漠と

して記憶にないが）しようぢゃないかということになり

神田の学士会館に会合を催おし,主催者側の年長者とし

垣，私が口を切って多分に事務官の駿雇の時勢を藤慨し

た口調でものをいい出し，一先ず今日の会合の主趣な説

明し終るや，実に晴天の騨鍵ともいうべき反対に逢って

この会合の腰がくだけて，その晩はただ劇,､加減な雑識

をして分散してしまったのである。それでその反対し渥

主な人は市河三緑，田中波慈女，太田勇治郎の諸氏であ

って′その時これらの三人のいうところは結果において

反対であったが，その反対する理由はそれぞｵ騨なって

いた。市河氏は「技術者が団結して事潅官の向弓を張ろ

うなどということば飛んでもないことだ，多少の不平は

あっても今日の待遇に甘んじておとなしくしているのが

最も幸福涯訴珍睡ある｡」田中氏は「技術官の中で多少

腰のあるのは本科出奮あるが，しかしその中にさえ，ど

だいなっていないのが沢"し､る。専門出に至っては全然

問題にならない，僕はそう卓いった縦でなしと--縮になっ

て事をしでかして失敗することは御免をこうむる｡」太

田氏は「さきほどから伺っていると今日の会合は一種の

陰謀の相談である，陰謀の相談なら御免左こうむる｣。

それを聞いて皆んなはあっ気にとられ，一座は白けきっ

てしまった溌これぼけしからぬと憤慨して立ったのが

明永久次郎氏であった。氏は非常に爽面目な態度でこの

三氏の混ぜつかえしの言葉謁騨した溌時すでに機を

逸し，この会合は前記のよ5な無為に終ってしまったの

である。

この会には片山茂樹氏はいなかったように思う。叉早

尾さんは「こだ童」会員ではないからもちろんその席に

はおられなかfつた。そこ･嘩ﾑは翌日試験場に顔を出した

ところへ’闘葡,明永，杉浦の三氏力混えて「昨日のあ

んな形勢でほ技術官が人間らしく認あられる時代之希望
してもそれほ百年河蒲遼待づに等しい。招けども来らざ

る人々には用はない。この上ほ織力なりとも，吾冷の手

撞何とかやろうじゃないか」ということをいった。その

時私も至磁同感であるから，先ず同志義糾合する会を作

ろうでほないか，その設立趣意書の草稿を作って見よう

ということになったのであるがそれから2，3ケ月の

篭麺ほいかがであったか記憶に残っていないが，とに角

2,3ケ月か半年を経て設立の瀧恵書はできたのである。

そしてその草稿を綴った人は実に片山:鰭樹氏であったと
記徳する。

一

司

叉同じぐ河田悲氏も興林会濫悠時代について，次の通

り述べられた。本会発足の経緯を詳細に且つ少しでも正

確に記録しておくために同氏から特に篝ぜて頂いた記述

をその讓讓引用させて頂くことにする。

河田悲氏一一〃たしか大正8年の夏の末か秋の始め渥

つたと思う。私が茨域采の海岸砂防試験地から帰京して

その翌日久煮で目黒の試験場へ顔を出すと（当時私は東

京大林区鶚在勤であった）杉浦膳一，高橋憲三の両氏か

ら属の留守中に大学の吉閏正男君等が主唱となり，若

い林学士の連中の士気晶揚を看板にかかげて「こだま

会」という会を設けその目的の中には林業技術着の待遇

の欽善等のことも相当重要事項として織り込まれてい

る。いず”丘い中にまた会合があるだろうから，その時

はぜひ出席してく2･1Jということであつ錘。私はこれを

聞くと同時にこの会合を根石として，平生自分の考えて

いるその当時の技術官の冷遇事務官の駁遷の大勢左く

つがえす牙城を築くのVご今日よりも良き嬢会はないと直

感した。その年の秋であったと思う築地の贈楽園？（当

時有名な中華料理店）に会合左開いて大いに気焔を上げ

解
』

I
「

－－－．16－－－－．。
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そこでこの草稿をもととして2，3日ばかり退庁後

（当時は大正10年であって笈は試験場に在勤となって

いた）試験場の一室にこもり，（片山さんは山林局から

出て来てこの会合に参加し”これを推佼して，ついに

出来上つたもの力明り項所載の興林会設立趣意害である。

（大正10年6月）

その時「こだま会」の名を吾為2，3人の独断をもっ

て「興林会」と政めたのである。

さてこの趣意書詮印刷に附し広く会員の募集につとめ

たところが，ここに吾埼の不備の言動然因麓なして一大

暗礁に乗り上げてしまった。それは前述の通り元来この

「こだま会」は大正8年蜜大学の吉田正男君等が主唱し

て作ったものであって，吾々（片山，高橘，明永，杉浦

河田）はそれに馳廷参じたものである。それが勝手に会

名を斐更し，設立趣意書までE噸Iしたのであるから，元

来の最初の大学の若い連中をすっかり怒らせてしまっ

た。それで大学の人達ほどうしても興林会に入会を承知

しない。吾為は吾詩の過失に気付き，主として杉浦，高

楠の2氏がしばしば大学に行き百方陳謝した。結局は笑

い顔を見せてくれたが，一時ほ困ったことをしたと思っ

た。

それから愈灸設立趣意書を頒布して見るとその当時の

先薙から鴬々非難の声が上ったのである。その主要点は

(1)「既に林学会,林学士会があるではないか，諸君の行

動ほ党中党を作るものであってけしからい｡」(2)「会員

を大正以後の出身者と限定したのﾙｵ洗薙頼み難しとする

行動の現島つれであって，非礼も甚だしい｡」というので

ある。(1)に対する鍔?としては林学会，称学士会は共に

学術研究及び懇親の団体定あって，時勢に鋪3-る闘争団

体ではない。吾々は弱勢ながらも闘争団体を作ったつも

りでいる。②に対しては,既に闘争団体である以上,いか

なる圧迫を，いかなる形式のもとに，いかなる時期に受

けないものでもない。かかる情勢下に鐺いてほ累を先鑑

腱及ぽさざらんがたあである。ブ壷'透ら会則第6条では大

正以前の人でも入会し得るようになっている。要は闘争

の主体ば大正以後のものであるということを明らかにし

たまでである。と一応は主張し詮が随分苦しかった2個
5． 〃

なお2，3の思出を書くと雑誌「こだま」の第1号発

刊の辞「自然の法則は人これを解くことは．置きる泓造

ることはでき鼬。…･」の文ほ私が書いたものである。

その当時の山林局澗錐課長松波秀裳先生にこの雑誌を呈
毎

したとき，「この発刊の辞は誰溌書いた，林学の若い者

の中にも相当のヤンチヤ坊主漆いるな」と莞爾とせられ

たということを人銭てに聞いて私は何だか鱸しかわたこ

とを思い出す。

以上の謙鐡職事案であることを私は天地神明に恥ぢな

い。しかしこれによって次の二つの事を傷けたりしてい
るとは思わない。

その一は田中‘市河,太田の室君は認の若い時からの

親友である。上述の記事を世に公にしたからとて，私の

三氏に対する友情に変化があろうとは蕊も信じない。そ

の二はこの事実があったということと，太田勇治郎氏誤

輿林会瀧中興した中心人物であって，その功績は実に偉

大なる.ものがあるということは，単なる二つの事実に過

ぎないということである"。

（昭和28年ﾕ0月22日寄）

かくて完成された設立の趣意雪は次の通りである。

興林会設立趣意書（大正10年6月）

今や世界の聡溌L臆みて舷に二年東西の文化相禅って混

沌たる思想，経済，労働の諸問題も刻奇渦流の状態より

来るべき新文明の淵源を創りつ上ある千古稀有の時に際

し，吾人は宜しく内外両方面に対して最も厳粛なる反省

と真蕊なる親察とをなさ壁るべからず。

夫れ国運の隆朧は依る処多妓なりと雛も就中産業の発

展に与へる所甚大なりと言ふくし，而して産業の発露ま

理論とその応用との完全なる連滞に在ることば何人も異

論無き所にして，経営の理を基とし生議の実を拳ぐべき

林業亦此の軌を出でず，即ち必ずや森林に対す愚線合的

専問の知識を有する技術者に依りて姶めて成果の美転期

1-鍔べきこと固より自明の理なり。然るに過去及び現在

に於ける澗崇の管理紐織を見るに，屡盈其の枢機は事の

本質を解せざる門ﾀ晴の手に委ｵaらる。之れ本末な軽倒

せるものにして従来の凋鍵をして其の談極的の実現を遅

遅たらしむる最大の原因なりと言ふくし。今に於いて之

れを敬?『るにあらずんぱ林業の将来転持憂臘に湛へざる

ものあり。

翻って惟ふに森林学の範囲は頗る広汎なるものにして

大学,専問学佼，府県農林学校各為専ら其の力を致すべ

き方向詮異にするに係ら､ず』現在の教育制度鞍見る雁其

の間何等の特色の存するを見ず，之れ洞に称業教育上の

欠陥なり。宜しく之淑,を改善して三者相寄り祁侯ち姶め

て系統的林業教育の完成を鰯するの要ありと信ず。

吾人も亦今日の社会的地位芝省み，その使命詮自覚し

此の際徒に学閥に泥み因循姑息，荷安之れ鞭とすべ匙時

にあらず，益燕神な練り技を磨き自他棚通じ親睦以て議

会均等の実現に勢力せざるべからず・以上述ぶる所の刷

新匡正は我国林業の現状に鑑み必須の要件にして国家百

年画長計上一日も忽にすべからざるものなり。然り而し

て時代を同ふし,思想を同ふし,目的童同ふする吾人少牡

技術者は期詮ずしてこの主張に共鳴する所無かるべから

《
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十年史日林協創立 三

第2‘条太会は林業撰術の振興,林業按術者の向上左図

るを以て目的とす

第3条前条の目的を達するが為本会の綱領次の鮪し

1．林業管理組織の改善

2．林業教育制度の耐噺

3． 林業撰賑の練潅

4．林業挨術者の覚醒

第2章会員

第4条本会獄大正年度以降の林業教育修得者を以て組

織す

第5条永会員たらむとする者臓理事に申出て其の承認

を受くぺし

第6条第4条の規這以外の者にして本会鈴員たるを得

る者は会員2名以上の推薦I唾依り理事の承滞を得た石

後理事より鍵に提出し決議を経たるものに限る

第7条脱会ぜむと慾するものはその旨理事に震出づぺ

し

第8条本会の名誉を段損し叉は本会の目的を阻害する

が知き行為あるものは理事の決議を以て除名し之を集

会及雑誌上に報告すべし

第9条本会盈員は会費として1箇年金2円左納醤るも

のとす

第3章役員

第10条本会に理事5名以上を錘く

第n条遜事の任期は1箇年とし後任理事は現任理事の

指名に依り之を定む ～

理事は集会の決議により重任することを得

第12条理事の増員補欠左必要とする場合は現理事の指

名に依り之を罐む

前項に依る理事の任期は現理事の蕊任期間と奇

第13条理事は集会，会計，雑誌の編纂その他壼設鑑
を掌る

第4章会計

第14条本会の経費は会蕊，害贈金その他の収入を以て

これ蓮零滴一

第濾条本会の収支決算は毎年12月末日現在を以て年

1回雑誌上に報告するものとす

第5章集会及び雑誌

第16条本会は隔月1回集会を開く但し必要ある場合に

は臨時にこれな開くことを得

第17条本会は年2回雑誌「こだま」を発行す

第6章決議

第18条本会の決議は集会出席者3分の2以上の賛成を

以て決定す

重大なる問題に付蕊会の決議を要する場合には集会前

にその悪項遼報告することを要す

ず,是本会が目的として林業挨術の振興,技術着の向上

を掲げ同志を糾合して会団を組織せんとする所以なり。

会名については前述の河田氏の述懐にもあったように

元気の良い若人の鋪守を現jつす意栄で，叉興農会に対す

る興林会としてはとの簡単鯨動機で命名さ鍼た・叉雑誌

名の「こだ蓑」に､ついては，会の目的性楕に相応しい名

として，打てば山彦のように反響する若人の心，会員稲

互の連絡も呼べば答えんとする神秘な山の概深山涯聞

く山彦が一種霊妙なものであり，叉現世に対して覚醒を

促しつつある声藷象徴するという繍な複雑な感情から名

付けられた。

さてその興赫会は初回の理事を早川材二,北島君三，

片山茂樹，河田窓，杉浦儲一，鈴木秀雄，閏中勝吉，馬

場賀訓，渡部寛語，沢野拡蔵の諸氏として出発し，事務

所は各理事の将ち廻りとし，先ず最初に片山氏宅と決定

ここに興称会ほ春秋に富む第一歩を踏み出した。

当降の状況について片山茂樹氏は「こだま」第15号

に次の通り書いている。〃思い出すのは創立当時会員の

意気の強1,,ことである。理事も大い挺鞭麓されたもので

ある。例えば「こだま」第2号に桑田君は会の進む道に

関して次の様に書L､ている「廻世紀文明を基調とする明

治50年間の輸入丈化は世界大重臓Lを一劃として今や残

候となり，粛煮たる鐘の音に鑑せられつつあるの感あ

り。果せるかな,沈滞ぜる林学界に意気揚玲として典林

会起つ｡吾「こだま」に叫ぶ所古色蕪然たる輪ｽ鱸を

葬送すべき鐘ならざるべからず,共に送り共に大打せ

ん」といった調子である。叉理事督励について一例を掲

ぐれぱ,故黒沢戒三君健｢吾人被虐待者のみが相集って

瞳痴をいっても役に立たぬ，宜しく「こだま」は内閣総

理大臣及び各省大臣,各次官,”*局長，同局各課長，

称業試験場長,各大杯区署長，宮内大臣，同次官等にそ

れ識f配布して謡綜飽を自覚せしめよ」と提案し且つ

「上官力輔くて意見が出せなし鍾な膜抜野郎は将乗ｳ牒

獅侭者腰待論などは一切云玲する驚緒錘し，この提案除

理事謡君の拳にて抹殺し去ることは出来ない筈だと考え

るから，もし理事溌君が反対であるならばその理由葱詳

細に記述して会報艇示し，広く会員の意見を叩いた上，

決行して頂き度い」と念の入ったものもある。とにかく

意気天を樋くの慨があった〃と。

~
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（2）第一期（創立～昭和5年）

創立当時の会則は次の通りであった。

興林会々則（大正10年6月30日）

第1章名称及目的

第1条本会は興林会と称し事務所を東京市に置く

－18－
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一

より理難の承諾を得たる後理事より集会に提出し決議を

経たる者に限る」となっており同好の先輩種も容易に会

員になれなかった。それで礎治時代の会員はほとんどな

く，早尾氏だけだったように記憶している。それだけ団

結は固く新鋭の気溢れ,会議の滞納者も無く,理事は毎月

林学士会の後で集る縁か，庭々会合し，目黒のうどん屋

に集ったことなど愉快な思出である。会の佳事として先

ず現在の待遇詮閥明することより蒲手し』官庁別の林業

技術者の待遇に関し詳細な調査を行い，農業部門，工業

方面‘事務関係方面との比較左なし，甲乙種農林学校の

一般調査を行IJ，，叉各自「こだま」に寄稿して若き林業

技術者の啓蒙資料としたのであ為。しかし会員を大正以

後の希望者に限定した関係上その数は少<，大正11年

7月現在114名に過ぎなかった。会喪2円で雑誌の創刊

号を大正11年7月に，第2号を同年12月に，第3号

を翌12年7月に出している。経済は容易でなく′犬正

''年の支出は雑誌代，郵送費,振替郵便手数料等が207

円10銭の外，弗繊（用紙，．’ム印，帳簿）4門10銭

で合計211円20銭で賄っている。雑誌の同絵も写真

版では高価になるので杉浦篇一氏のサービスで当時木材
－1

界で問題であゆた米材輸入を背繁に，米材を紙の如く薄

く削り小片を作って4枚宛学名と共に各号に貼付して口

絵2枚とした。

翌12年9月の大震災は根底エリ本会を裳減した。拙

宅は震災に遇い会員名簿窪はじめ，関係書類一切を涛育

に帰し，目黒に移転し，13年蕊務所を下渋谷の杉浦巌一

氏宅に移し，復興につき協議したが在京会員は飛散して

住所不明となり，会磯の集金はもとより，連絡不可能と

なり，会合場所さえ意に任せず，叉同年行政整理が行わ

ｵ'転建者を多く鵠し，一層集結を困難ならしめ，ついに

榊職淀態に陥ったの這ある。なお私は翌'4年中央を去

りt大に転任し，間もなく渡欧したた必一層本会とは疎

遠となってしまった"。 （昭和20年10月）

かくするうち．犬正15年5月本会創立以来の懸案言

あつ瀧二技術官待遇問題はⅢつい挺時を得て平熊山林局長へ

「技術官差別待遇撤廃に関ずる覚醤」として提出され，

越えて昭和3年6月には前回とほぼ同様の覚書が入江山

林局長に手交された。

その頃会員数織僅力敷百省に過ぎず，会員の換得健会

を維持する上からいっても重大問題であった。その一手

段として雑誌の外に図書禺版の議が起り，昭和4年4月

興林会護溌第1輯が刊行認'1，た。

一方昭和4年度の山林局関係予難倣劃期嫡なもの溌塗

ったので，その適切な運用に関する案を具し，将に林政

当局へ覚欝を提出せんとしたところ，丁凌この時山林局

に赫産課を新設して渡辺全氏を課長に任用すべしと”‘、

賞謹9条本会の決議は理事本会を代表し之を発表するこ

とあるくし

附 則

第20条本会第1回の狸裏及其の任期は発起人会に於て

之を定む

（以上）

創立当掴の本会則によって分る如くその綱領の重要な

る一として赫業技術者の覚醒とい5項目を掲げ，叉会員

の餐絡左大正年間以降の鰈教育修得者聴二限定した所は

しばしば前述した通り興林会の一大特色であった。

その後昭和5年までの本期間内にも会則は多少の改正

はあった灘であるがその根本精神は全然変っていない。

今その改正された要点だけを謡記すれば

大正12年12月7日の一部改正で新危に「地方会員の

希望により地方に支部を設くることあるべし」の1条を

加え，次いで大正13年3月25日付をもって「本会は林

学及び林業に関する智鳥鎚ご普及せしむる目的をもって講

演会溌開催し又礎疑に対し応答を為割旨｣及び陣会は会

員相互の福利詮図るために人事に関する根談に応ず」の

2条を追加している。

この様にして興林会は大正10年6月に発足したので

あるが‘しかし会員数も少く財政上からも大がかりの事

業ほ望めなかった。即ち差し当っての従事としては隔月

1回の集会と講演会を開くこと，必要意調査詮すること

緊熾「こだま」な発行する事等であった。

かくて大正11年7月に#ま棲関雑誌「こだま」の創刊

号力琵行された。

同年I()月挺は「甲乙種農林学技に関する一般調毒l

『現行国有林管理組織の改善｣及び「技術者の国家試験

制度に関する調査」を早尾丑麿氏が，『我国森林の基本

調査の促進」を窪田円平氏がそれそ龍,受誇って調蓋を進

めた。11月に侭｢府果庁所属の林業御|鱈の待遇改善」

に』つき協議した。

大正12年に侭関東大隻災権よって会合する場所も，

機会も失始れ，続いて大正13年に行われた行政整理の

ため膜創立に関与した人々も散り冷為になり，興林会は

一時休眠ゆ擁に陥ってし蓑つた･

当時の摺勢について片山茂樹氏は次の様に述懐されて

いるb

鈴山麓樹氏－－“．．…･蕾設立の趣意書の草案は拙
宅の二階で河麗寒氏が筆をとり二人で粗談して書き上げ

たものであお･会の成立が若い者瀧看思5よぅにやりた

い，何人胆も制肘麓受けたくないという気持が強かった

ので会員を制膜し，大正以後の人でも「本会員たらんと

する者倣理事に申鯛てその承認を受けることとし」明治

時代の人壱隣§会員たり得る者は会員2名以上の推薦に

へ
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わゆる「昭和林制改革｣運動泌譲面化し，事務当局は技

術者水平運動の一環なりとｦ識の声を高あ遂に主謀者早

尾技師以下数名を転勤させてしまった事件があって，こ

れと関連あるが如く誤解される倶淑があったので残念な

がらこの覚書の提出を見合せる率となった。

昭和の初あ蜜，営林の実務についていたかっての革新

分子である若い技術煮達は澗灘術の革命に向って情熱

を傾け為様になって来た。その機因となつたもの職独，

鍵珊等に於ける戦後の趨勢であり，反自然的な皆伐主

義を排し，森林有機体観に基く恒続林思想であつ挺・そ

の勢は遂に国有林に於て施業法な敦準毯んとする磯運を

促し，昭和4年国宥林の天然更新実施に伴う予算ほ成立

し永諦9実施の段階にスつた°大正12年の関東大震災

から一時蜘鳥に入った興林会は此の施業革新の問題が終

局に近付くと共に，これを何とかしなければならないと

いう気分力働き出した。

この頃政党政治の弊ようやく顕著となり，官僚はこれ

と結んで実質的支配権を把握し，その桃暴麓だしきもの．

があった。山林局長は内閣の更迭に従って進退を共にす

る状態であった。一方別に山称局部内に於ける技術者の

内部にも事務官対技伽禧の平衡運動を惹き起す前述の事

件も発生して痛く人心を刺戟したのであった。

当時既に昭和年代出身の有為な人材が多数輩出し，こ

れら理想に燃える純爽な青年厨ほ以上のような瀧悪な実

相を見せつけられ，その正義感からも革新の気分間噸溢

して来たことは察するに難くない。ここに新興林会勃興

の起因があったのである。

大正興林会ぽ専ら部内指向の動機に因るものであっ

て，全部門内腫ある局部的集団の形をなしていたが，昭

諏興林会は一部門の全部に亘る団体歪あり，その識自は

むしろ対〃噸で，即ち社会正義に立脚して自らの正当な

利霊を主張し社会公正の実現を目標とする企図としてそ

の組織も目的も機能も全く一変したものである。

甲は林政不振の現状に鑑み，その調査事項として森林

官吏制度，林政の連総統一，林政機関の組織等について

これが拡売刷新の方策を考究したのであったが，一段行

政の鐵里瞬胃の叫I濁した折緬時宜に適せず2回の委員

会開催によって，一先ず結論として「森林行瑚蛎蛎I新

に関する方案」を得たのみ仁止つた・

乙についてほ数次の会合協議を重ねて「林業教育制度

の刷新に関する方案」を得,丙に関しても畷林会々則

改正の方案」を得た。

当時林業界を通じて重要視された問題は，森林の経営

合霞野上，林業資本の維持,天然藤新4郵了水準の向上，特

に値物生態学並に森林土壌学の発達についての関心,民

有林に対する林野整備等であった。

行政整理の影瀞を受けて澗錐試験場は予錬ｶﾐ逼迫して

充分の涜動ができぬり潅走,もつと林業試験を強力に進

あていこうという気迩が山林局あたりから醸し出され

た。そｵ';に関連して森林土壌の問題は林業の重要な基礎

であるにかかわらず当時の我国では閑却されていたの､を

広く各方面と連籍をとって成果を上げようとい5主旨の

もとに，昭和8年3月「森林土壌調査法研究委員会」を

設け，大政正隆,平田徳太郎，芝本武夫の各氏の提案を

基礎として研究，成案を得,没林省当局へ参考資料とし

て提出した。輿林会叢書第13鵬大政，芝本「森林土

壌調査法」がそれである。

昭和7年'2月営林局技師中村夢癖氏は高知本山営林
署管内へ出張中‘白髪林道に於て森林軌道事故のため殉

難す-るの事侭勢握った。従来森林軌道で事故が起った際

はその事業に直接関係がなければ，それを公傷と認めな

いという取扱方であった。これは洵に識青に添わ迩穂没

い方であるとして，昭和8年3月16日の理事会ば，故

中村技師の事故に関連して林内遮織機関を利用した場合

の森林官吏の殉職ば，一般的にこれを公傷として取扱わ

れる雛決議して意見書を徳本高知営林局長及び貴島山

林局業務課長に提出‘した。この窓見書は遺憾ながら全面

的に事務当局の採用するところとはならなかづた弱亀故

中村技師についてば公傷として取扱わ敵"ることになっ

た。

興林会の組織改善については，ききに委員会を設けて

検討し一応の囲罎詮得たのであ遥鋲，その後の時代の進

展，社会の風潮左取り入れる必要を感ずるに至った。す

なわち興称会設立の目的は，林業技術の振興，技術者の

向上であって詮の締神とするところ侭，林業技術巻の緒

神作輿である。しかるに従来の興林会の運動は，会勧鞍

術者の中のある一部少壮者によつ這組識されていたため

に′ややも，鍼しば,覚中識を‘作るとの譲り寵受ける卿、

があり，活動に多大の不便ガ懇じられた°そこで以上の

ヘ
ー

ー

’
■

雪
』”

③;第二期（昭和6年～15年）

昭和6年2月の集会に於て会則を改正して理事の憾削

を2年とし,役員を數窪して新髄溶によって瞬穂舅轆会
の第一歩を踏み出した。

先ず地方認§創設を決定し，昭和6年4月に四国支部

が創立されたのを皮切りに,次いで熊本，宵燕と順次そ

の姿を現わした。

叉祇京会員を以て次鱈三委員会を設け，鯛査研究瀧進

めることLなった。

甲，林業管理組識の改善庭関する委員会

乙，林業教育制度の刷新腰関する委員会

丙，興林会心粗織敬善に関する委員会

－20－
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日杯協創立三十年史

周年に当っていた。そこでこｵしを．抄蠣すべく種燕の催し

が計画された。

先ず6月には興紳会回想座談会を開催して創立当時及

びその後会の発展に尽力した人達Ⅳ人が学士会館で，

儲藤弥太郎氏を座長として，発祥当時の懐かしい思い斑

から，将来に対する希望など，和やかに話が侭ずんだ。

8月にば｢こだま｣の創立15周年記念号が発行され，

創立当時の経緯や座議会の記事等懐古的な思い出で全誌

を埋めた。

興林会鍔は迩周年記念出版として宮崎榊氏の「植

物生態写其の卿暁」が計画さ”昭和11年末艇上梓さ
れた。

10月27日には赤坂菫会堂に於て創立]､5周年記念集

会が溌行された。察会する者70余名，午後1時開会，

馬場理蕊の挨拶後年来の懸案であり，練りに練った会

則の改正案が上程され，異議なく可決してここに面目一

新した定欽鯲生れ海この致正に於て最も著しい点は会

員の饗繍に於て年代の制限を撤廃したことである。筒こ

の敬IE決議と同時に本会葱法人粗織とすることが附帯議

決された。続いて墨谷川如是關氏,法学博士林毅陸氏，

工学臨士吉田亭二氏の記念識演を聴き，晩鍵後記念映画

会を鑑激して芽出度くこの15周年記念集会を終った。

目的を達成するために幟，興林会の主張“を各年代に

求めいやしくも林業技術者の向上発展に関心盆狩っ者は
、

凡てこれを抱擁して打って一丸とした強力な団燃とする

必要を痛感し出した。

興林会は昭和当初の霞から，営林局長会瞬営林署長

会議等が開催せられる場合は，その出席者を招待し，山

林局の課長有志，学按関係者，支部関係者等を招待した

り，叉各府県の赫務主任官会議にはその席上を借りる等

して，興林会の組織改善その他について各方面の意見を

卿反し，筒会員腱対しては会誌「連だま」を通じて直接

その瀬向詮ただす等,新装興凋窪発足へ‘の準備は着燕整

備されていった｡

一方昭和9年の東北地方大凶作以来，同地方の救祷興

論が獺頭し，中央に槌ては東北摂興調査会，日本学術振

興会等が東北地方救済準対する方策の審畿遼重ねている

状況に際して，本会もまた称業技術者の総意をf窪して

東北振興に関する林業施設の根本策を練ることとし，昭

和皇10年2月『東北振興対策委員会」を設薇した。委員

会は会合を重ねること10回にも及び，同年6月未遂に

成案を得て，7月10日付左以てこれ左東北振興調査会

会長及び東北振興事務局長へ建議した。

昭和エ0年はあたかも輿林会が創立馨れてから満15

《
マ

マ
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肖膨I向って左より馬場賀訓，鈴木秀雄，太田勇治郎，早尾丑麿
原口亨，倉田吉雄，飯島浩
藤村重任』玉手三棄寿』伊藤正斌，
柳下鍋造，溝野要，杉浦庸一

佐藤弥太郎“

佐灸木語郎j

西山久妊

後列向って左より

上述の敦正定款に基いてその第1回の通常溌会が昭和 事には薗部一郎氏外型氏，監事木馨蕊一郎氏外2氏が

n年3月に開催され,役員の選出を行い，理事長には白 選ばれ,林学の大先輩本多静六氏外3氏を穎問に推戴し

沢保美氏，常務理事に太田蕊治郎，杉浦廠一の両氏，理 た。委員は各方面の新進気鋭を以て埋め，ここに陣容を
＝
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日林協創立三十年史

に社団法人識蜑動琴蓉現したのである。

昭和13年中には
′

1．株業行政に関する調査委員会

2．興林会振興委員会

の2委員会を設置,前着は成案｢木材の合理的利用方

案｣を得て一般に発衰した。

機関雑誌「こだま」は第24号（昭和]3年10月） よ
守

り月刊とし，第25号から職名称な「興林こだま」に変

墓同甦年1月4日付を以て第3種郵便物の許可を得

た。

昭和12，13年須讓では一般に技術界は沈滞気分歪あ

ったが，この時分から他部門』ことに工学方面の技術者

運動が勃興し，華やかに展開されるように虻つた･興赫

会はこれと相提携し常にこの運動の中核体となって活動

じた。これに刺戦されて，農林部内でも，農学，畜産，

水産等の各銭術者団体の結成葱見るに到つだことば冥林

会の一つのかぐれた波生的な教綴であるといえよう。し

かし残念乍らこの運動の充分なる総合的の成果撤収逓得

られなかった。

事業各部ほ前述の襟に昭和11年末頃からそれぞ”舌

動をはじめ挺溌宣儀部は毎総会開催後引続いて時局に

関する講演会を催し，機会ある毎に支部叉は外部各種団

体とも連諾し，本会の趣旨を宣伝した。出版部は「興林

こだま」の月刊の催か,有益なる叢醤叉は図書左多数発
行し，購買部,興益部は会員叉は役所団体等V､日用品其

の他の物品を供諾し，就中前者は各部中最も華為しく活

躍した。群野経営指導部は”昭和13年以降各方面から

依頼された山林の施業案編成或は森林評､燦務に忙殺さ

れ喝有穣ごあった。

タ螂会園との交捗も日爽事変の進展と共に漸く蕊くな

り，昭和ﾕ5年には全日本科学鏡術団体連合会力鵜礁さ

れるや,本会薩早尾,太田の両理事がf嬢として参画し

た．筒そのほか漣も立地懇議会，木材科学研錨会，森鉢

測愛協会等を後援L,叉昭和16年には農林水産銭術協

会，中央赫業協力会瀝も加盟した。 （つ堂<〉

戸

一

一

コ＝

初代理事長白沢保美氏

完備して,面目一新,昭和興林会は華々しく新発足した。

昭和n年6月3日の理事会に於てば，定款第4条の事

業を実行に移すため，事業部分科尭農を設け，次の10部

に事業を分科して溝動することを裁定した。

1．堂伝部

2．出版部

3．検定試験部 一

4．職業紹介部

5．脳質部

6．典益部

7．発明蕊励部

＆林野経営錆導部

9．共済部

10．庶務会計部

叉地方支部も次の通り改正し，そ狂ぞれ事銅f所窪地

及び区域を決定し抵

棄北支部，奥羽麦部関東支部，関西支部，

四国支部.九州支部,オ畷裁琴郡,朝鮮支部，

樺太鏑I，台湾支部

昭和1ユ年10月漣は各事業部の細則を決定，各部の

活動は態,々關始された。昭和12年に入って，事業部担

当溝を専任して充実をはかり，事務所を，神田多町旭ピ

ル内に設け,吉田喜八郎氏詮主事として事務詮総括処理

することとなった。

力甑てから研究中であった法人組織化については，昭

和12年7月21日付を以て申請書左東京府を経由1,て農

緋省に提出，翌鵡年2月28日付設立認可が下り，ここ

，
■
１
４
■
■
■
■
■
｜
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
】

《
】

す

訂 正

NO.’狸日光並木杉の生育についての論文

中次の誤りがありましたから諏麗いたしま､ｻｰヶ

P63脚註：嘩者)宇都宮大学農難部教授左

講師に

P.4左段5行：陽に対して……な陽光に対し
て．．・・・・

P.4右段ｴ0行: a=9.16×10-筋～4.33×10-4&

a==1．58×10-5～4.33×10-4
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国際林学研究機構連合 (InternatiOnalUnionofForestry

ResearChOrganizationS)会議に出席して
O o C

田 正男
幸
ロ

Q

一qhや

r一Q

や蕊蕊墓:繍蓋懲‘鰯r
へと向う。壬れは約20分ばかりの行程，有声マ市の北
部，小高い丘の上に真新しく建てられた，伊太利政府御
自慢の爽験所である。硝子張り左除いた壁が白と薄紫で
装われ，見るからI匡溺満な建秘電，前庭も白い礫力轍き

つめられ，ヘヱニキュヤガ鑓えられて南屋雛繭ご気配をた

かめている。周囲はポプラの試験圃場琶坂かこまれてい

る。開会式はここの2階講堂で開ガ熱る｡先ず伊太称攻
府代表の挨拶"統いてLelleau氏，大会事霧局長たる伊
国のPavari教授の挨拶,議長の瑞西Bur"r教授の挨

拶があり，終って同氏の開会宣言によ､って式が始る。い

ずれも2人の通訳により，英独仏のうちの2ケ国語に翻

訳通られたが,B虹|ger氏は激f籍で繰り返し述べる。

式場を出て研究室詮見廻わる。左右の外錘うりが総鵺
子張りなの卿琶，室内はひどく明るい。設備ばまだ全部職

出来上ってい江いが，最新式らしい真新しい測定器がな
らべてある。

このID溌所は，名前は農林中央疵究所という力浦部伊

太利に適す為，耐磐性のポプラの品種の菅成を中心課題
として設けられたもの定ある。伊太利は従来農業立題の

方針をとっていたのであるが，戦後の復興方針として工

業推進に方向転換し,繊維工業原料の国内盲給，更に進
んで衣料の輸出にまで持って行こうという，新経済政策
の一環としてとり上げられたものである。蒜究部として

侭，生物，生態,育成技術，保護末拭の5が設けられ
ている。

各研究室を一巡したのち，5階と屋土に設けられたパ

アーで,茶菓の饗応膵与ろ。茶といっても〃アルコール

プライのものだけでなく，葡萄酒，カクテ戸ル等あらゆ
る鱗糾鰄あり，菓子といっても，その外サンドウィッチ

など実のあるものが所狭しと壷くら静している。独逸需で
ItErfrischungという。日本人2人力麹慧しているよう

に見えたのか，中年の夫人酋狐に色念のものを坂り揃え
てすすめて<ｵもる。

9:蝋患繍腎驚:蔑撰急：
太陽がギラギラと輝いて典昼頃の曇さ霊思わせる。8時

というのに，もう大会差し廻わしのパス漆ホテル，ヱル

ペチアに到藩する。同宿の者も若干ある{銅ご渥溌乗っ

たのは小生1人。パスはホテル，ダイアナに寄り，独逸

人10数名を乗せ，更にホテル，ヱルベチアW唾廻わり，

数名詮収容して, FAO本部へ向う。正面玄弱挺到着し

たが，1巷乗り菅ある。霞澄時間があ石ので,先般日本

に来たFAO森林部長のLeloup氏な訪鰄挨拶を演し，

玄関に引返し，参会の手続をする。受蹴ま英独仏語に分

れてい鵜。小生は英語のところで,参力嘩(sUbscripticn

fee) 3,800リラを支払い，参加章と参会者名簿とを受

取る。

玄関磁場は後から鯛､て来たパスから吐き出された参

会者壷含一杯だ。久澗滋叙するもの，側やら静鍵するもの

なか癒力賑やかである。緒の数は名簿で調べると:22ケ

国150人に及ぶ｡若い夫人｡令嬢を交えた婦人麹加え愚

と総勢200名以上に途する。参会者のなかには20企謝
の旧知の人も混っている筈だが，この人波の海のなかか

らは探し出迂そうもない。マゴマゴしていると，色堂の

入が話しかけてくる。真先に来たのはイスラヱルの山林

局畏グール(Goor)氏である。氏は昭和6年漬属本に来
たことがあるそうで，按井教渓ば健在かときく。よく話

して見ると故桜ｦ樗彊三氏のことらしい。既に遜去した旨

詮答えると驚いていた。それからオックスフォード或洋

の教授某氏が来て,頻りに戸ンドンにおけ葛日本人のよ

い瀧朱での噂話しをきかせる。叉1人の漉錘人がi震っ

てくる。それはMiinchen大学教露鱸試験訴長の

SChober氏であぉ。氏は驫近『日本落葉騒」を著した人

で，涜職綴尾氏の購葉隣林謡猟」を鎧参Lでﾙ､筵，こ

の本はどの位胴或のあるものか，内容ほ何であ潟かとき

く。それで謙の標題だけを漣離してやることを約束す

る。

一

Fつ

、
１
１
１

」

《
」

－－

日本林学会会長筆者・東京大学艇学部教授.
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吉田：罫禦掛学研究磯髄連合会議に出席して
－－

午雪駕:駕甑慧謹鰯
は蕊蘂凌研の森氏のボテルを訪問の後ち，銀行など｝とゆ
き雑用を済ませ,午後5時半からPiazzaledeneScien-

zeにある国立研究会議所(ConceilNafonaldeRe-

cherches)で開かれる国際委員会(Conceil intar-
nationale)に出席せよとの遮贈があったので, fIEXiで

乗りつける。ついて見ると戸一マ大学の構内にある。
〃

この委員会は，会則によると，正会員を存する各国の

代表者1名宛から鮒成さ沁本連合の組織及び管理に関
する最高の運営機関だということである。なおFAOの

林業部門の理事叉はその代表者がオブザF-パーとして出
席出来ることになっている。

各代表の席次はフランス国名でのアルファペット順に

なっている。互に向い合った議長席とFAOの幹部席を

挾んで各国代表の席が両方から挾み，全体として矩形と
なっている。

議長膳にはBurger議長，Pavari副議長の外,瑞西
のチューリッヒ大学Etter氏が進行掛として着席する。

議題はフランス語のプリントで配布さｵzたが，常鎧委員

会議長FAO幹部，文献委員会の協力を感謝するとい
うような儀礼的のものが多い。その他事務的なものとし

ては記録の承認，会計決算の報告，年寄附金額の承認
(JE会員120スイス，フラン．準会員75スイ承，フラ

ン）新規加入会員の承認といったようなことである。論
議の集中したのは現窪の研究分科の問題であって，1の
1の「森林の一般的影劉という部門があまり広る過ぎ
る。熱幣乾燥地域の如きは，きわめて顕著癒相異がある
から別の分科溌設くべきだという発言勃鳥アブリカ代表

からあり，賛成するものもあったが,後日の綜合高畑究
に委せること腰より，決議には至らなかった。

途中ぞ一度Exfrischlmgの饗応のため休憩して，議

事は9時終了。パス力廻えにくる筈であったが；結局来
ないということになり各自めいめい帰途につく。夜でホ

テルへの見当がつきにくかったが,途中鋳誇の話登る男

に路を教わり中央捧車場に出て，そこからパスでホテル

に帰りつく。捜台にもぐり込んだのは、時賓であった。

翌蕩篝麓堂墓蘆蓋蕊謙
ほどあるので． 2会場に分れ半日宛報告討論を行うこと

になっているので小生は2の5の分科である「収穫研究

及びI夙磁蜆盤の方法」(MethodenderErtragforschung

undErtragfegelung) と云うのに出席する。会場は

FAO本部のA･Buildingの351号室という小会議室で

ある。溌長は，券闘士のイルペッサロ教授である。提出
ぜら紅た論文ほ多数あったが，今日の議題は「秣分生長

遠の可能的急速なる測定法」とい5前回からの宿題に限
定しようという議長の提案に従うことになった。数人か

ら発言があったが，発言者が英語の場合には，2人の通

訳が仏独語で繰り返えす。1つの発言が必ず3ケ国語で

話されるので，参会者には好都合であるが，議事炊仲,々
進行しない。それに通訳が1人はフランス人らしい白髪
の老婦人，エ人はイギリズ人らしい30才台の麗人であ
り専門家でないので，通駅ほ極めて練達ではあるが耐糯
が時盈わからず，参会者に教えて貰うという淡第なの通
余計手間取る。問題もむずかしくはあるが結局結論に到
達せず，25日にも一礎統けることになり散会。

昼食はB･Buildingの最上階にあるカフェ，テリヤで

とる。ここはFAOの殆んど全職員が昼食をするので，

各国八種展篭会のような壮観美観を呈する。会議の連中
も加わったので，屋上テラスまで鶴も出す。ここは強烈
な日射であるが，購れ渡った真昼の光で，殆んどローマ

全市がハッキリと見渡せる。その日射しを楽しむように

真紅や燃えるような緑の薄衣を護った婦人職員達が,陽
なたのベンチに腰掛けている姿ほ，:！つれわれにとってき
わめてエキゾチックな惰緒を湧きたたせるものがある。

多勢のなかに，曾て東京GHQに駐在したDr.Huber-

ma皿の顔も見える。小生は，昨日のSchOber教授に

捉まり，色々と日本落葉桜のことについて尋ねられ，叉
渡日したいということで，色為と話し合う。

午後は3の1分科，「林業経済」(ForstlicheOekono･

milOへ出席する。議長NancyのScl'#ffer教授は先

瞬急逝したの篭，同じくNancyのOudin校長兼林業
試験場長が仮議長となる。議題侭矢張り限定せられて，

立木価術評定法と，百姓林の問題がとり上げられた。後
者の問題については．独逸プライブ､ルグ大学のAbez教

授力泣って,その重要性を説き,従来の林学と侭別箇の見
地から坂扱湖『しなければならぬことが主張された。フィ

ンランド，スエーデンその他から同議の意見が述べら

れ，雑局共同耐f究議やろ5というようなことで討論終結
となる。

大蹴;縦罷購菫慧欝霊
気瀞で，餓鋤鋤研究部」 (ForstlichePfianzen-
kunde)というのに出席する。会場ほgreenroolnと

いう大会瀞淵で，イヤ水戸ソの装鐙もある溌ここでも
夷凝り妙齢の婦人と若い男の通訳歪やっている。 FAO
の科長遮が鋤での世話役として議長癖の傍に､､る。
HubermZmn氏の顔も見えた。ここでは丁嫌の大学附属
樹木園長であるSyrachLarchen氏が議長電あった。
ユーカリ，Doug1US,fir等についての種子の菱蕊，試植

の情報交換等により共同研究の拡充というようなことが
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吉田：国際緋学研究機織連合会議に趾臨して

久的なものばかり，日本の間にあわ逢式のものなどほ及

びもつかない。その間を華麗な指壇で彩どり，南国気分

の溢れた明るい一廓鞍形成している。日本で御製してい

た伊太利とは大分違った，国力の底力というものをここ

で感じとったように思う。

9蝋鱸撫憲惑鴛霧○
Burger氏から次期議長として，今回の葛職長兼大会事

務局長であった，ブ画一レンス大学のPavari裁授を推

した。簡単に決ると思ったが,コペンハーケンのSyrach

LarSen教授から本連合の運営についての面から見ての

異議が述べらぃ意見が続出した瀧, Leloup氏なども

現在のように学術団体らしく研究所長を選皐ぺきだとの

主張が述べら池結局Pavari氏に落付いた。副議長は

開篭国の大会事務局長ということになっているので，人

は確定しなか刷った。次いで常置委員の選挙ということ･曾

あったが，議長指名でこれ侭簡単にきまる。フィンラン

ド，スウェーデン，フランス，和蕊イギワス，アメリ

カュユF-ゴ，インドから選ばれた｡F続いて次回の大会は

1956年7月Oxf(Xdと発表され，委員会は終了する。

会員一同と合洗し，主展瞳会場に入る。大きなヱレベ

ータで最上階に上り，展望を窓にした後ち，階段を下り

て，農業,林業の展覧室を一巡するb展臆されているも
の催我々にとって細限新しいもの職撤いが,装置がい
かにも気が利いて，日本でよく見られる図表など鮭あま

りないが，電気を利用してよく気の付くように配置され

ているのに礫心する。

震踊会場蔵閃て,レストランで例のよぅな睡fxisChmXg

の婆待な受骨，バスで場内にあるPalazzodeiCOngreS-

"とし､う会議場にゆく。BurgerpPavari両氏の挨拶が

あり，叉数ケ国の代表から挨拶があって，大会は閉会と
なる。

時に12時半。HUbermaun氏が私宅で昼食に招待する
というの‘で，英米入2人と一緒に氏の…す･る車に乗っ

て会場を去る。シシリー島行きの連中は4時半までに中
央停車鰯に集まらなければならない｡忙しいことである。

さ蕊駕繍篁墓墓患駕鑿
議自由討論式電ある。提出された論文ぼ相当数にのぼり
（出席しない人もあり，叉追加もあったが）これの全部
について取扱うことが出来ず，主要なものを限定して討

議するのは止む詮得漣としても，何しろ一つの発言が，

三ケ国語で表現されるのだから，手間がかかり，短時間
で徹塵的に論議し結論左導き出すことほ，すくなくとも
小生の出席した分科会など~Gは不可能に思われる。今後

日本で国際会議瀞開かれるような場合， （35頁へ）

論譲られていたようである。

午後はかれて大使館を通じて，農林省(Ministero
dell'Ag,･icolturaedaleForreste) !,､､,同国パルプ事

情を調査する手筈になっていたので，屋上のカフェ，テ

リヤで昼食を演し, Schober氏に約束の翻訳を渡し，会
込

議途中でFAOを去る。

夜は伊国農林大臣の正式招待宴が8時半からVilla

B●rJleseという苑内のCasinadelleRoseで開かれる

というので，例の差し廻わしのパスでホテルから出掛け

る。場所はローマ第一流のホテル，ヱキセルシオールの

傍の，古い城壁で囲まれ，大きな傘職置掩われた静かな

苑内､竃，日比谷公園内の松本楼といった感じのところで

ある。夫人週まキラピやか漣着簸っているし，会員連も

黒ﾙ､服に改めているものもあったが，小生ぱ着たきり雀

潅，昼の薄色服,然し同類も若干あったので，さほど目
立たない。

宴会のプログラムは日本などと変りはない。先ず食惑

で，それが終る頃鍵泳大臣の歓迎の挨拶,連合詮峰し

てBurger氏の挨拶と到露アツサリしていろ。続いてZ"

ンスということに相成る。小生はワインな少々のみ過ぎ

眠くてかなわぬので，椅子によりまどろんだが途中から

会場を抜け出し，ホテル，ヱキセルシオールの前潅張り

出した野天のカフェに涼をとるべく群れている華やかな

人むれ詮掻きわけるようにして通り抜け，街バスでホテ

ルに帰りついたの錨それでも12時謡睡わっていた。

寝床に入っても暑いのでなかな力癌付か#しない。

翌憩蹴鶏繍臓:麓蕊1
出席したが，結局独逸のSchCb唾氏を小委員長とし小
委員会を設けて研究詮続fﾃするというようなことで，討
論終綴となる。午後は会議全体の結論註出ずということ

で，前日のgreenroomと並んだredroomという大

会議室へ出席す菌る° BuXger氏が議長席についた。各分
科会の委員長の報告があることを予期していたが，溌単

な報告書力輔意され『てあり，それにより承知せられたし

,というようなこと笹至極アッリーリしたものであった。綱

いて交獄分類のOxf"dsystemについての討議がある

ということであったが，小生はFAOの事務局に行き文

献その他麸蒐集ずるため退席した。この蹟になると，林

霊鐙大会の時のまうに廊下鳶がだいぶ賑やかである。
最終日26日は，閉会式が常設展覧会場で行3つｵしるの

て，バスは郊外の会湯に蔵行する。ここはローマ市西方

の広淵な丘の上に設けられた常設のもので，主要会場は

戦後建てられたものであるが，石造りの豪壮な亀のでこ

オI功§中央に坐詮占め，これを取り巻いて，数盈の建物が

あるが，いずｵしもそ涙ンな撰式で，仲々シッカリした値
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を漏らされたとのことである。（片山麓樹"林業経済，

歩が国赫桑教育の発展過程と諸問題‘明治林業逸吏)。
明浩15,6年当時ほ既に廃藩擬県によって，森林の保

護坂締の機関がほとんどなく，叉一方士族授産救済の意
味で無代価同繊の価格で官称を払下げ(明治6年頃から）
たので，その虚に乗じてこれを捨値で悪野良の山師連

中力鐘軍つた°叉他方政府事業の進展に伴い土建等の請
負業者庭，その所要用材を官林の払下げによって，請負

業港に直接生産せしめたので，諦負業考がこの機会を利
用したので次第に他の者までがこれをまねるに至った。

これ等の不良山師連中や悪賛請負業者がほとんど反動的

に，盗伐･溌伐･放火．あるいは侵蝕叉は副態物盗採等
あらゆる悪辣な手段をつくして,森林を荒廃せしめた時

代であったが，それでも葦だ前に述べたようなGhastly

looksherPrimevalforestが存在していたのであった。

参考室でに少し時代力謹うが，明治27年から同32年
までの秋田犬林区磐管内盗鋳彼害材積謡詮計上して，当

時の盗伐被害状況鐙察知す為ことにﾂｰる。

明治27年 52,087尺〆708

〃 28〃 27,602〃〃126

〃 29〃 32割650〃〃445

〃 30〃 23,590〃〃898

〃 31〃 57,456〃〃832

〃 32〃 54,747〃〃699

合 計248,135〃〃708

1〃隼平均 41,355〃〃951

しかしまた萩府趣瀞I藩各勝擬自らの森林荒廃の費任

も見逃すことは出来ない。その森様荒廃の実悩も廃藩置

采の前後では事惜を異にしていた。旧幕時代の荒廃の因

由となったものは，嘉永・安政の頃（1847へ&859）露

艦が畏崎に入職し，米鑑瀧下田に来航して，海外の脅威
途受け"幕府及び各藩は海岸防備・造綴叉は洋式艦舩の

購入等腫より直接にほ造船用材等の調達のたあ森称を逼

伐し,間接的には困窮した国防資金蓮鱈謂-るために，

聯府はもちろん'鯵ば‘申合せたように森林穀伐採し

て，その用途胆充てたの毛あった。しかし廃藩綴泉後珍

官有林特に府県直轄の官称は,政治的に夷,､に系嶋登ら
れて〃当該府薙剛驍i迄その時の府禁討政の御都合次第

･透f…したものも少<なかった。府禁蔵轄官有穂権
そのI観腱にとつてほ,.最も好都沓溌制度であつにので，

後年内務省及び農商務省が全国官有林を直轄せんとして

も，と江詮握否する府県も少くなく『御仁は，府県直轄を
至当とし，最後まで頑張った県もお壹爵詮・

鴎有林もまた地租改正の詔の発布（明6.1873）明治
新政府の殖産興業政策の強行によって‘諸産物の商品化

を促進巷しめ，現物貢租が金納化され，一方叉交通運輸
･逓信の発達･工鉱業の勃興となって，到るところ木材

■
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鐵紅すなわち術は実行的方面であって典伽,でありま

た特殊的のものと考覚られる。今日我々葡鍔訂する林学

添目釣篭前提とする応用科学とするならば，それは実行

的捷術的方面童持っているばかりでなく，その発達は姶

めに実用上の必要から術が先ず起って，術あって後,抽

象的に初めて成立する歴史的関係があることになる。こ

の歴史的関係はその時代詩だの世報・法令制鍵・教育・

思想･政治・経済緯に農。工鉱業･交易・交通また時に

よつ筵は幣制・金融･企業形態等あらゆる方面から常に

影響左右される運命にある。

明治中葉頃までの時代は山林法律あるいは制度の確

立･称業教育の普及時代であって，林業経済の発達から

は，一殻的に副産翰経濱時代を脱して，薪炭材経渋時代

に地郡勺には更に用材経済時代まで入っていった。以上

の関係から一応しばらく林業科学技術の発展を考察する

ため，森林法律制慶の由来を先ず吟味して，順次林業教
育等を展望するつもりである。

鴎輪維新の政礎後廃藩磁染（明4，7．1871）と同時

に,"I1,職府及び列藩の森林原野に関する法規叉は禁令

等陰自然消滅し，礎って林野の保溌寂締の機関もまた廃

滅したので，さすが喰籍管たるわが国の森搾一その森

称織始めて欧洲人が，アメリカ大陸を発見した当時森林
篭傑れて作った詩の一節,GhaStlylookSherPrimeval

f"est (欝芳たる嶽繊戟々を戦露登しむ）－に相当

す-るような森林諭割る所に現存したさのと思われる。

東京山林学佼（明15.1882創設）の第三学年溌中村

弥六教授，石田助教授指導の下に，森林施業案等の実習
のたあ伊豆天城山に趣b､ている娘天城山に入るや欝蒼

たる杉巨木の鋒休鶏-望際涯なく続いているので，一

同はその壮観に唖然としたそうである。中村教授は石鯛

助教授を顧みて，この大森林“職法及び材稜鼠嵯霊

いかにするやと意見鞍求められたが，初めて接する大森
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林に圧せられて，識鷺として当識すると顎菖:に答え嘆声

筆者・林野庁調査識隊業発達史謡査室

－－26－

一



石川：林業技術の発展過程③

明治30年8月銀貨下落，この年10月より実施の改正
貨幣法にて，従来の金貨は銀貨及び新金．

賃の倍価を有することとなり，叉日清戦

後の影響によって通賀漸増し物価騰貴と
なつだとき，同上材3門40銭内外。

明治31年2月同上材前年同様3円40銭内外を持続。

このような濫伐の結果は，水源洞渇し，洪水は汎濫し

て年々永災の綴篝は燭高するので,政府もまた森称法律
の必要を認めていたが，こと艇明治型年農商務省が設
立さ鯉た当時から森林に関する法律の制定については，

漢して等調に附していたものではなかった。

一方民間に謡いても有識看・先覚者等は，森林法律の
制定の必要を痛感して，称学協会集誌（明14.1881創
翻叉は大日本山林会報告（明15.1882創刊）等の紙上
に,森林法制髭の急務を絶叫するものが鮠出した。
明治維新当初は諸般の制度が一時に改革されたため

に,要急の政務が多端であったの･で森輔法律の制定は非
瀞に遅れたが，醜治元年（1868）に旧幕領地を朝廷に
収めて，翌2年（1869）腱は大蔵省Iこ勧織§を設践して

山林を所轄せしめ,諸藩奉還の山林を官康して山榊悠
反別調査命令を発し御林台張を頒布(明3．”0)し官
林規則の制定（明4.1871）を見るに至った。明治5年
（1872）には府泉より録上Pする官林簿の例式な設定L，

一方従来伐木差留の山練入札払下の制な設けた漆,翌6
年（1873）濫伐の弊害薄剥弐なはだしいために，1kむを得
ざる織りの事由あるもの以外は官林の拭下な禁止し，ま
た同年には官林中で水源酒養･土砂拝止・有名木保存の

｡

箇所及び漸次猫下支障なき箇所の調査を府県に命じ，こ
れに関連して翌7年（1874）内務省は，官林存廃区別審
走のたあ官員を派遣する旨を東京府外32采に示達し，
同年山称課を始めて触立設溌した。 明治8年（1875）
山林原野官民有区別標準制定（4月）同9年山林原野官
民有区別処分法（1月）官林調査仮規則（3月）伐木出
納仮条例（3月）等を制定し，叉内務省は一等官群IE二驍
守人を配極するために,岩手県等14県に配職位綴及び
人員を上申せしめた。官林作業に関する事務をaかさど
らしむるために内務省馳理局に作業課を更}こ開設したの
は鯛治ﾕ0年6月（]877）であった｡官株伐木規則及び
部分杯佳付条例竃明治ユ1年〈1878）に制定し，更に民
林火入心得を布達しず翌12年（1879）には内務省山林
局を設置すると共に，大中称区及び青森外3縦I弓に出張
所鞍設くるに至った。明治18年(1890)官有荒蕪地及
び原鰯貸渡規則左定め，山林局に称制戒調掛を設けて，
愈仏赫法筒輔ﾘ蕊涯蒲手するようになった。翌明治ﾕ4年4
月（}8”農商務省創設'こ伴って山林法律綴蕊の費料を
得るため府隈に対して，山林に関する旧横吉例詮次の如

価賂の値上りによって，過伐詮らるるにいたった。

次の照会案によって明治11年頃までは,貸地料等ほ
現物貢租で行われ,地租は地租改正によって金員に改正
せられたこと微明らかである。

官地奔借料並下草料未納ノ分

金員二改正方御照会按伺

宮地拝借璃韮下草料等新規御許可之分ﾊ総ﾃ金員ヲ

用上宥之候得共其個規三侭し分二至リテハ筒貢米′

余習ヲ存ｼ地租ハ金員二改正相成卜錐トモ独り借地

料ノミ居然米･大豆ヲ用上代価ﾊ其地其時上中下米

平均相場ｦ以ﾃ金二換へ上納致ｼ候向モ有之蕾二官
民ノ手数クミナラス夫レカ為ノ鯛理上遷延二渉リ不

都合不勘殊二借地料ノ鰐地租ﾄ異ニシテ貸渡倶二
官民ノ便宜=出候儀ニモ有之右条聡テ金員二更画、

成候ハ、官民ノ便宜ナルヘクト存侯得共素鳧官民ノ

築約上二成立スルモノナルカ故二先以米．大豆額有

之別記府県へ左ﾉ通御照会候成可然分此段粗伺候也
叉次表低諸蟻業及｡遜輔等の発展によって，木材価緒

の値上りを米価のそれと比較したものであ愚。

木刺草価卜全国平均米価比較(木材は能代市場）
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として公漉宿群は木材価絡の変動によって

過伐あるい億節伐睡らるるの鐙,明治蛎葉頃謨這の主な

価絡の変動を列挙することとしたe

明治11年1月西南綱後の影識がまだなかつ索j簾新宮材

杉小角尺〆1本東京相場1円3嶬内銀

明治14年4月西南戦争の影響により不換胤嚥嬉発に聖

って，銀貨と紙幣KIWI朔＃の大差が起き･て

銀貨は紙幣に対し，’円に付’門90銭内
外の価を保ち物価騰覺せじとき同上材東

京相場4円7.80銭。

明治19年5月紙幣消却罐理の結果,銀麓及も紙幣同価

となり最も不景気となって，物価下落の

とき同上材65銭紘。
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く換覆録上さぜ,且つ山林局員を山林著名の地方に派遣
して実地な調査せしめた。

山林法律編成之儀

山林法律編成之儀二付今般内務卿ヨリ別紙ﾉ通各府
県へ御鱗問之趣ﾓ有之候二付各方二於テモ従来実地
踏査験旧規慣行及目下山称之利密熟知之儀ニモ有之
候二付将来山林保護上要用卜思考スル方案そ有之候
ハ、別紙廉書ニヨリ各自無余諮其意見開申有之鹿依
而別紙相添此旨及内達侯也

明治14年ｴ0月7日

山林局長心得内務少輔

品ノ11弥二郎

別紙

山林之経国二要用ナル儀ハ申ス塗モナク厳重取締不

致テハ不#鰄儀二有之旧時諸燕県二於テ山林取締方

之儀'蕊ヨリ区為二'喉鶴噂其fM坊適宜之規則憤例、
有ﾃ厳重取締ヲナシ当時美良之森林各地二紗ナカラ

サル儀二候処一朝廃藩霞祭二際ｼ従前之制度廃絶シ
之二継クヘキ新法未茨制定無之民林ﾊ徒二目前之小

利二迷上伐期之如伽ヲモ順ミス暴伐之有様二相成官
称ﾄ雛そ未女充分之養理行届兼樹木ｦ盗伐ｼ境界ヲ
索乱スル者少ナカテサル次第二有之且追鉾時勢之開
進二随上諸製作之業盛大二遇ｷ木材薪炭之急需ナル

ニ際ｼ傍山林之暴伐甚シキニ押移リ可申今ニシテ厳

重保護之方法制定不相成而ハ後日何等之災害ｦ簸生
可致ﾓ難斗就テハ之レラ未然二防制スルノ方法卜犯

罪ヲ懲治スルノ洞則ハ最モ今日之急務二可有之依而
今設右等之法案ｦ編成シ麦講致産見込二候鍾キー及
諮間候民有禁伐林娠締方法並山林沿革肢調方之照会
二対シ申出之趣モ有之候得共街一滴精密二地方ノ旧

規慣行ヲ殖調且目今地方之備態二適スヘキ考案ﾓ有
之候ハ、無余瀧開申有之産右編成之儀ハ目下之急須
二付可成速二坂調達クモ本年四月迄二申出候犠致度
依ﾃ別紙駁調方厳書相添此旨及内達侯也
・明治14年1月

内務卿級方正義

追而絡別所見無之向'繋旨早持可申出候也

一・今般編成スル山林法律ハ山綱g罪罰則，山林雛

f塞例,保護林販締規則ノ三則服ス其要領左ﾉ如
シ

山林犯罪罰則

此罰則ハ単二山林保謹二要スル嗣則ヲ特設ｼ以テ

山林二係ルー切ノ犯罪者ヲ懲罰シ弊害ヲ予防スルノ
方法ヲ設クルモノトス

山林監守条例

此条例ﾊ官民林ｦ問ハス一切此監守法ｦ以ﾃ犯罪

考ヲ検察捜査シ之ヲ逮捕シ之ヲ告発シ平時二寵リテ

ハ火災虫害等ﾉ損害ｦ予防ｼ及報告スル等ﾉ方法ヲ
設クルモノトス則チ山林治罪法卜山林養護法トヲ兼
ヌルモノナリ

保護純取締規則

此規則ハ水源酒蕊土砂汗止風潮防障等田園水利等
二関スル森林取締ﾉ方法ニシテ官民有ｦ論セス其土

地樹木植栽伐木ノ制限ヲ定メ田園水利保護二要スル
地ノ義務ヲ設クルモノトス

ー・此法律ヲ編成スルニハ材料ｦ要スルヲ以テ旧藩
辮ノ法令制度旧記賦佇等二就ｷ其利害得失ヲ講究

シ山林犯罪者ﾉ種類二就テハ其魂方ノ情態ヲ考へ

何等ﾉ法律力尤山林＝利益ｦ与へ何等ﾉ犯罪者力
尤其害ラ与ヘシカヲ審査シ其弊ｦ除キ其利ヲ起シ

併セテ後来ノ弊鐙ｦ蕊ｸ等ﾉ用意ナカラサルヘカ

ラス故二犯罪ﾉ種類及上其処分等二至リテハ荷を

其種類ﾉ異状アルモノハ仮令些二渉ルノ状況卜罐
●

モ網羅遺スナク可成丈収拾スヘシ

ー・旧藩冷制度ノ欠漏及上其弊害ハ宜ク収良増補ス

ヘキハ言ヲ侯女ス且ツ時異ナレハ法亦異ナラサル

ヲ得ｽ故二各額目二於ﾃ先ﾂ第一段ニハ旧謂撒琵
ヲ列挙ｼ其次二至り現今二施シテ宜ｸ事情二適ｽ．

可シト思考スルモノハ之ヲ開説スヘシ

ー・山林保謹ﾆ充分ノカヲ与ヘント欲セ会鎖ラク多
分ノ経費ヲ要スヘシ故二現今ノ定額二拘束セラル

ルI､キハ良法アルモ言ブヘクシテ行ハレサル等ノ

惑ナキ能ハスト錐卜毛今般意見ヲ陳ブルー方リテ

ハ強ヂ経費ノ多募二拘ハラス実地要用卜思考スル

モノハ充分ﾉ意見ヲ開陳スヘシ

-. 1日譲県役所御用留処分録又ハ旧役人ノ日記手扣

等アレ'錘附スヘシ舞播二係ルモノハ謄写ノ上
識付スヘシ

ー・旧藩県吏員又ハ其他ト雛トモ旧記録旧慣法熟知

ノ者二諮問ヲ要セシ謝蕊叉ハ旧書類勝写等ﾉ費用
ハ別途費ヲ支給スヘシ

ー．将来施設スヘキ方法二付主任ノ官吏各自意見ノ

異ナルモノハ必シモー途二帰スルヲ要セス其異ナ

ルモノハ幾漉リニモ採録軒主任ﾉ管等姓名ヲ記シ
テ差畠スヘン

山林犯罪二係ﾙ項目

一．山桃犯罪ﾉ種類及其処分

此項ニハ従来発現セシモノ及往為現出スヘキ恐レ

アル山林犯罪ノアラユル麓類ｦ細羅収録スルヲ要
ス

ー．刑罰ノ蛇較

旧藩玲二於テ山林犯罪者ﾉ刑卜他ノ犯罪者ノ刑ト

一
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ノ軽重如何ヲ比較スルヲ要ス

ー．禁止令及其源因 ・

旧藩二於テ何等ノ故ｦ以テ何等ノ禁止令ｦ設ケシ

ヤヲ記賊ス

ー．山林法ノ効力及其沿革

旧藩二於テ何等ノ法令刑罰力山林保護二利益ヲ与

ヘシカヲ探究シ及其沿革ヲ記ズヘシ

ー．山林法ノ欠涌及其弊害

旧藩ノ時何等ノ法ヲ欠キシヨリ何等ノ害力起リシ

ヤ後来将二超ラントスル害ﾉ予防法

一．罰金及賠億法

旧藩二於テ山林犯罪者二科ﾐｾｼ罰金ﾉ軽重及其損

害賠償方法ハ何等ﾉ手鮠ナリシヤ単二金銭ﾉ徴償

二止マルカ又ﾊ過怠植等ノ法叉ハ他ノ労役二使セ

シ方法アリシヤ

ー．宥恕減免法

往時何等ﾉ犯罪ニシテ何等ノ情実アレハ宥恕減免

ヲ与ヘシヤ

ー．救助法

往時何等ﾉ場合ニハ山林主副産物又ハ其他ノ方法

ヲ以テ村民ヲ救助セシ等ノコトアリヤ

ー．掛り官吏ノ罰則及其費任

旧藩為二於ﾃ掛り官吏ノ犯罪ﾉ種類及其処分方法

並二其職務上ﾉ賓任

一．告発者賛誉

旧藩為二於テ山沸犯罪者ヲ見出シ之ヲ告発セシモ

ノニハ何等ﾉ方法ｦ以テ蛍誉セシヤ

山林監守二係ル項目

一．山林ヲ監守スル職員ﾉ組織職掌権限

組織職掌権限共旧藩盈ニハ何穰ノ制度ヲ用ヒシカ

ヲ詳細y峰シ次二旧藩鈴制度フ利害ヲ考究シ将来

何穣ノ制ｦ要スルカヲ開陳スルヲ要ス

ー.･巡擁険察ﾉ手続

前項二同シ

ー．山制犯罪巻逮椛告訴ノ手続

前寝二同シク旧藩兵ノ制度ヲ詳記シ常律二拘ラス

将来施行ｦ要スル手続方法二付意見ヲ開陳スヘシ

ー．山林火災虫害防禦ノ手統

旧藩女山火事予防ノ手続防禦ノ手続等趣方ノ慣習

ヲ記賊ｼ将来施行ｦ要スル方法ヲ開陳黍へシ

虫害モ亦同シ

ー.官民称監守人設置ﾉ手統

旧蕃官林監守人設置ノ手統

順藩尭林監守人講溌ﾉ手縦

将来官舜材濫守人設羅ﾉ手総
一．物件差押ノ手続

前項=同シ

保謹取締二係ル項目 、

一・保護ｦ要スル森林ノ種類

旧藩舞二於テ田園水利二関シ禁伐負識ｦ要スル為

メ制度ｦ設ケシ森林ﾉ種類例ヘハ水源酒鍵土砂

汗止，頚雪止，風潮除，魚附場廻船ノ目標トナ

ル者ノ類

一．保護林伐木及跡地整頓

藩々ニテ保護林ｦ伐木スルトキノ制鹿及検査ﾉ手

続並跡地植栽ﾉ制度及木種ﾉ制限

一．保護林娠海手続

旧藩為二於テ民有保謹林伐採二付官ヨリ干渉シ次

ルカ叉ﾊ人員祖互ﾉ協議二任ジタルカ

ー．保護林課税ﾉ有無

一．水源酒養,土砂托止，風潮除,類雪止，魚附場

等凡伐木ヲ制限スヘキ民有山林ノ箇所，反別，税

額

但此項ﾊ糖密調査ｦ要スレハ巨多日子卜巨多ﾉ経

喪ヲ要ス可キー付凡糠ヲ申出ツヘシ尤地租改正済

ノ分ﾊ其税額ｦ記賊ｼ未済ﾉ分ハ旧税額ｦ記敬ス
ヘシ

，明治甦年1月のこの内務卿内達山林法律編成要領の

主旨思想は，明治30年4月法律第46号をもって発布

さｵしたわが国最初の山林腱関する成典であった森林法と

全く同様壷あった。すなわち国土の保全詮第一義とした

ために，保安林の制度力窪眼歪あって，次に森林警察

森林に関する犯罪の痩定が主要部分を占めるに至った。

換言すればこの法律は単に森林に対する保護であって，

更に森林を開発,増遣助長させる意志がなく，公私有

林の規定はあるが,事後の監督であって全く消極的の規

定に過ぎなかった。

しかし一方政府はﾙ､わゆる国有林野糊I経鱈蕊業をす

で腫明治32年に起して，国有林野の処分‘測這施業

案の編成,無立木地の造林，あるいは森赫の買上等賦睡
的仁国有林の開発,綴営に努力していた。旧森休法ほほ

とんど10年間も改正されなかったばかりで寒く，旧藩

時代の思想そのままが立淘僧されたのであった。（未完）

一林野陣議扁・最新版一
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圓本森林分布図
180万分の一

B全判・￥180．⑦20

国有林・鰐翫林・官公造林地・防賦保安
林・国立公園界・営林局，篝界・森林外
地･等闘線などが琴眼でわかる地図

・お申込みは日林協へ－
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特賞・農林大臣賞受賞論文

林業技術普及事業の基本的構想

－2－

句

野 村 勇一

一つは，技術が癖化し高度の設備室伴って来ると．

単純にその技術過程の一部分のみ方噺し<導入Fぜられる

のが妨げられるといった，いわば費用が関連的性質を帯

びる場合である。二つは，費用が代替的受用の形態をと

る場合である。ある一企業殉逢然新し<創設きれるので

はなくてす電に存在せる企業が響滋術を採用せんとする

時には，旧来からの技術的手段を廃棄しなくてはならな

い。かかる蛎合の新技術の導入の代替的雛用ば，直接の

費用に，旧技術を廃棄した失費を加算したものといわな

碗もばなら.ない。かかる総蕊用が収益に対比して余剰が

生認'しなくては，それ自身いかに経郵勺に擾秀なもので

も旧来からの企業においては利用されない。

第3に，新技術普及に対する関門として最も強度で重

要なものとして賓本の問題がある。新技術移入とは，換

言すれば新授溌に外ならない。仮に有利なる無銭術であ

っても，・盗本の欠乏し･Ci'輪る場合には導入は阻碍され

る。第4に，新経演技術の導入に関連した人的要素に倖

5大関門の存在。

以上技術普及に対する社会的遊びiと経濱的制約因子に

ついて概観してきたが，ここで最初の本題すなわち林業

鐡怖普及事業の一側面婚あるこれらの辻会的並びに耀済

的因子の排除の問題にもどろう。社会的制約因子の排除

は側魅した擬な各種の因子』た.とえば迷信とか社会的慣
習とかを排除することであり，経謝勺制約因子の排除ば

具鰄勺には上述した諸因子の存在並びに作用の強産等を
老職してその排除方法を識じ新技@I錘普及すおことであ

る瀧ここで注意しなくてはならないのは，新技術普及

の阻碍因子の一つである社会的因子は普及事業の範囲内

の活卿により，すなわち教育，啓蒙手段により排除でき

る性質のものであるが，後者の経浩的制約因子の大半は

備為の林業経営』家庭生活の範囲以上の問題以外には出
ないｵ擢及（一殻普及蕊業もまた同じである）では到

底解決できない問題を含んでいるということである。具
体例をあげるならば上述の諸経潰的因子の一つであり，

叉林業技術普及において最も主輝勺這あり一般的である

資本についてであるが，山村は都市あるいは農村に比較

して－嬢に経済的水準は貧弱であり，そしてかか為山村

においてはい翰濯盗本の貧困ということ訂淋業技術の導

入を阻碍しているかわからない。資本灘§もし現在よりi,3

沢に得られるならば恐らく新技術の普及と浸透はより円

滑に容易に行きつれるであろう。この様に明らかに資本の

供縞ということが按刷鱒久を成功させる有力な方策であ

ると分つ･a,、ても，教育，啓蒙運動をモツト声とする普

及事業の活動では全く拱手傍観の態産をとらざるを得ま
い。

これまでの考察に鐙いては林業技術著及の一側面の佳

事である技術普及阻碍因子の§総について社会的並びに

経熱姻子とに分けて考察してきた。ここで一応帰結を

出し，林業技術普及識の方策の指針としよう。

第1に，技術普及阻碍因子としては社会的並びに経渋

的因子の二者に分けて考えられるが，前者の排除は，後

者の経済的因子の排除に対して，その大部分を教育,祷

蒙をモットーとする普及事業活動の織昌範囲“鵬する
こと蒟珂能である。かかる意味lこ鐙いて赫業技術普及Iま

他の社会的目的なもつ権澗錘及事業と平行し，相関連

して行うことが，より成功的な効果を得させる。

第2に，純業技術普及左阻碍している因子主として経

済的因子の中には,抹業普及事業の活動範囲内によって

は溌決出来ないものが多い。

後者の問題こそﾎ鐸普及畿業"限界と公共政策-林政

一との関連といった問題を提起Fす-る。以下この問題につ

いて錦fしてみよう。

この間篭の検討に入る前に林業技術普及事業噂性機に
ついて考察左加えておくことが便利であろう。林業技術

普及はあくま､“鍵普及事業さらには一磯普及頚業の一

環であるので，林業技術普及の性緒の考察は，一銭普及

事業の1錨を嫁Iすることにより達栓ら誠る°

普及の11繕は一銭に二つに大別して考えている。一つ

絃戦前のっが国やドイツに行わ熟』たもので権力的性絡の

鋤､&のであり，他の一つはこれとは全く対雛的潅性祷

をもっていると考えられるもの壱，いおばアメリカ合衆

国に鳧られろ稜に,普及は教育,啓蒙壱あり,行政とは全

く無関係のものであるといったものである。沿が国の林

業萱及（もちろん林業技術普及も）は，まえがきで若干

訂概しておいた機に，正に後者に属するものである。林

《
》

１
１

（
】

の

錘者･林業試験場経営部
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野村：林業技術普及事業の基本的溌想側

．･ ･･だが貨幣は讓物である。････普及頚業の中腱生産技

術の普及のための補助金がとり入れられる場合に，普及
業普及の性締がこの椴なもの･透塗あとき，ここに当然上

述の操な株業普及乃至林業技術普及の限界の問題，さら

事業が歪曲され局限される溝それば多分にある。原期的

には，個別経営の内部に蕊いて解決さ郡るべき事項は普

及事業の教育的機能の線によってなきるべく，個為の

補助金によるべきでなく、財政的支出はむしろ普及事業

の教育的機能の充実と個別経営の外部的諸条件の調整に

当てらるべきである，，と。正に氏の農業菅及事業に対

す､る補助金の議謝龍”そのまま林業普及乃至は林業技術

普及事業における補助金の問題にも適確な意見な表明す
るものであろう。すなわち氏の指摘されておられる鍵に

林業普及乃至は林業翻贈及瀝対する補助金是非の問題

は，補助金の出し方に問題があるだけで，現在の段階で

は林業技術普及に対する具蜘勺な林政の手段として私は

その意義を認めたい。（現在林業技術普及に霊いて補助

金は“純業に関する普及事業の助長，'の目的に対して提
供されている一林業技術研究助長票業要綱第3に補助金
についての鐸がある一）

其の2，林業技術普及方法(第2の恨晒)赫業技術普
及事業はすで渡再三述べてきた嫌に，あくまで教育,啓

蒙による普及事業である。ここに林業技術普及方法の困
難性と独自性とがある。すなわち権力的な力を背景とし

た従来の普及事業惇おいては，普及主体は普及客体に対
して権力的な力を,尋ツクとして働きかけることが出来，
必ずし咽普汝挺際して両者の合意の前提は必要をない。

こ認に対して現在の普及はあぐま･電教育が主体であ窟た

め仁，普及の実行に当っては必ず普及主体である普及員
と客体である維営者との完全な合意の成立意前提条件と

し,普及主体の一方的行為ば許さｵ',ない。かくして林業
技術普及方法は原則的には‘譜及客体の興味麹喚起し，
普及客体がむしろ積極的に働きかける穣にする”ことを

目的とす愚。この様な林業捷術普及方法の原則の前提に

詣いて，具体的な技術普及方法ぱいかなる段階を踏紗暦

行うぺきであろうか。それは次の嫌に考えら熱る。

第'段階‘普及客体の実態の理解
平たくいうならば根手を充分織るということである。

先ず普及客体の実態調輌臓びに分析を行い.次の普汲方
法選択の基礎を提供ぜんとするものである。普及容体の

実態調査にあたってば次の様な鯛蒼事項が考えられる。

i普及客体の知的水準換言すれば新林鎮麦術唾普及
する場合の普及客俸の理解力，納得力について

ii普及客体の技術的水準

錘普及客体の経済水準

iv技術導入を阻碍していると思われる社会的雛びに

経済的因子

第2段階，林業技術普及方法の選択と，選択した普及

に林…櫛普及と獅攻との関連といった問題力握るわけ

である｡ ．

術普及の方策よう･,澗錘術普及のう

織陰以外のものがある，

ここで焦点を本題に合わせ

に関連して，権鴬普及活動の 換

言すｵ1,I霞公共的政策一林政一の問題として採りあげなく

てはならない部面があるといつ徒が，この嫌な部面の問

題艇対処して普及爵まいかなる態度でのぞむぺきであろ

うか。それが林業普及活動の錬自職閣外であぁからとい

って普及員は，たﾅ謝辱房観していてよいであろうか。
ノウ

答は正}匡否である。その問題が仮令普及員の能力外であ

ったり，叉その解決方法を普及員が充分知っていたとし

ても，称業個別経涜の主体が全くいかんとも出来ない性

質のもの.Eあつくも一一当然公共救策で採りあげるべき
問題一一普及員はその問題を明確"二把握し認識して林業
経漉鮠ぴに家庭生活の範囲一枕業普及員の騨協範囲一の
すみずみまで教育,啓蒙することにより一般のその問題

に対する與諭を喚起し‘よりよ:き林政の計画と実施を当
載

局になさしめる鋪こしなくてはならない。次に当然政府
当局腱よって行われなくて戯ならない林業技術普及の仕
事に対して政府当局はいかなる機能により一体働きかけ

られるものであろうか。ここ力響然想起される政策とし

ては林業技術普及に対する補助金の問題電ある。補助金

Q間鱈こ関しては小倉武一氏の明快な論述がある鈴､｡こ
の論述以上に私見を附力耐る必要を私は見出せない。す

なわち氏はいう。“艇民乃至農業団体に対する補鋤金は，
これを近頃論議されている様に補助金たる貨幣の循灘か

らみた経潰的餓果からのみ考察するのは必ずしも適当で
,ない。補助金を貨幣の循環からみた経録勺勘果のみから

考察する場合には，補助金のk吟的機能乃至教育鋤織層
な忘れがちになる。農民乃至農業団体#這対する補助金
は，その補助の対象となる事項を瞥及す-るとい5勧果が

大きいのであった。補溺金という貨幣が現金収入の乏し
かった農村にとっては，そ”額のいかんにかかわらず，
確しかに大きな魅力だったに違1,,ないし，そういう事情

がないにしても，国庫補助の対象になるということはそ

の事情の国家的重要性を示すことになって，農村の関心

を呼勘錘す力をもつもの這あった。…･だが,かかる意

味での補助金についてはすでIこ－部の識者によってその

効果に疑問がもたれるに至っていた。’一･･補助金への魅

力どその要望は依然どして鍵村関係者におう朧種あり，

現爽の政治や行政にこれが反映している隷腫思われる。

いうまでも踵<生産技術の普及左目的どする補助金

は〃普及事業の一つの壷往として考えることが出来る。

』
二

』
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野村：林業技術普及事業の基本的織想(2)

手段を一段と銑果的にするための製作技術の鞠噌。

普及方法は大別して直接的に普及客体に普及する直接
的方法と，何等かの器具機械を鋼用して間接的に普及せ

んとする間接目摺及方法の二者に分けられる。近代普及
技術の一大艤質は間接的普及方法の飛躍的発展である。

そしてこの間懲婚及方法は,夏に繰鋤にみて映画，

ポスター，パンフレット，幻灯,展示林等の視覚による

ものと．ラジオ，講習会，座淡会等の主として聴覚(厳

密には講習会並びに座談会等幟視覚の機能にも，うった
えられる）によるもの，並びに最近漸次商業宣匿に利用

されてきている臭覚によるものの3つに分けられる。か

くの如き各種の普及方法の中いずれを選択し利爵するか
は，第1段階の普及客俺の分析に基いて行われる訳で，

たとゑぱ普及客体の読書能力の低"､場合には,配布する

印刷物等も平易に書くとか，叉更に著しく低い場合には
パンフレット，新聞，雑誌等によるよりも視覚に主とし

てうったえるところの塚スター等によるとか，叉その普

及客体の趣味によっても表現の問題等まそ考慮しなくて

はならない。普及手段選択の基準に関して，原政司氏の

記述鞄2をかりれば‘普及手段選択の基準は，普及の内容

詮なす知識,技術の種蕊と相手方である農民（林業の場

合は当然林業経営者一筆者註一）の摂取手段能力などに

よって異なるが』ごく一書般的にいえば，各普及手段につ

いての伝達機能巻，速さ，範囲，印象度，保存度，信頗

度という嫌な諸点から検討し，最後にその経演性を考慰
して，いかなる手段誕擬用する泥また同じ普及手段に

ついてみても，どんな内容によるかというようなことを

検討する必要がある''と結論できる。（林業按卿踏及方
法に関する具体的一例示については後述する）

3林業技術普及組織について

ホ僕技術普及事業は，その性濃からいって鍾勝普及の

普及事業を行わしめている。現在群弓技術普及員及び地

区技術普及員は1,120人程である。以上ガ淋業撲術普及

組織の概混であるが，ここで本題にもどろう。研究試験

機関の中心であ為林業試験場は行政機関である林野庁に

附属している。そし迄行政磯関である林野庁の寳及課に

鐺いて普及事業が行わｵ『してい患。この儀な現在②林野庁

と林業試験場との関係並びに林業技術普及組識は，試験

研究と普及事業の一体化力建ましいといった意味におい
て私は異論がない。 ．

次に林業技術普及事業の主体の問題について考察して

みよう。林業録|踏及事業は‘赫業に関する試験研究を

強力に促進し,その成果の急速な普及を図って爵っ力糎林
業の振興に貢献することを目的，，として鐺り，この意味

に諸いて国や地方団体が主体たることを適当とする。こ

の点についてな誌詳細に説明してみよう。林業技術普及
事業は－愚側面の佳事として,新撰術普及，浸透を阻碍し
制約する社会豹経識勺因子の穆鯰のあることを錆施し，

なおそこには公共的活動の任務のあることを既述し蝿
かかる意味における林業按卿稽及事業の公共的性格の存
在，並びに普及事業は社会教育であり，それ故あらゆる

個人的・公共的組織により遂行することができることは

もちろんであるが，しかしながら普及事業の源泉には試
験研究を必要とすること，叉林業鋤師普及員の身分安定

といった諸点からみて普及行政の主体ほ国叉は地方公共

団体により行われることが妥当であろう。だがこの場合
国又}寵公共団体が直接書及事業を行うべきかどうかの問

題についてはなお疑問が存在しよう。理想的には普及蕊
業そのものは行政より全く鰯'じて中立的であることがの

ぞましく，たぬに政治に関して中立的な溌関によって担

当されることガ轆良であるが,具体的には現況で止むを
得ないであろう。

〆
」

夕
『

源泉である試験砥究機関がこの事業の一半を担当するこ ・ 次に技術普及員配獄の問題について若干触れよう。現
とが適当であると考えられる。換言j.れぼ普及事業と試 在各都適齢織匡専門技術普及員が6～7名，又各郡に1
験研究とは一体的に組織的に運営されること勘罎も理想 名位の割合で馳函麦術普及員力鐵在し，総計1,120名の
的である｡かかる観点から幟の研究普及組識を眺めて 普及員赫喋技術普及庭活鯉しているわIう-であるが,は
みよう。林野庁に鮭指導部研究普及課が設けられて‘こ たしてこれだけの普及員で充分香あろうか。後述する林垂

こでは研究班及び普及班が全国的試験研究の総括的業務 業技術普及事業に対する実態調査の--剥示によっても親
と技術普及に鱒する総謡的業務を行って,別に経営,造 知できる嫌に，これでは到底不充分であるといわなくて
林'特産’保護〃防災』作業'林産加工及び林産化学の はならない。この雛な組織の強化，拡充の問題嬉結局普
8専門別に業務を担当する専門企画官を置いて’専門別 及予算の問題に帰結するものであり，仲,々一朝一夕に実

に試驍研究及び裁術普及の総合企画と連絡調整に当って 現不可能であろうが，ややもすれば停滞ぜんとする現況
いる℃そして地方庁の普及組織鮭，ここにも各専門別に 並びに林業技術普及事業の麓要性溌慰職するとぎ，私は
分化した専門技術普及員をおいて，その地方の普及事業 あえて予算の鉱充を強調する。しかしながら予雰を拡充
に従事毛しめている。又各地方喜務所叉は林務の出先機 し，普及員の数を増加したとしても直ちに現在より技術
関には林業に関する技術普及員をおき，更に必要の場合 普及の成果があり，林業生態力の増大をきたし，わが国
には林業技術普及上重要な個所に駐在せしめその地区の 経涛水準の向上を掘待することは出来ない。す醇蔭に述べ
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野村：林業技術普及事業の基本的溝想②

た犠に普及事業は何諜権力をパックとするものでなく,、

あくまで普及主体と客体との合意詮前提とするものであ

る。換言すれば普及事業は人間対人間といった平面的関

係において推行されるものであり，そｵ1故普及事業の成

否を左右するものは正に普及員の質の問題にあるといわ

なくてはならない。私はこのことを強調して普及組織の
考察を終ろう。

4林業技術普及事業に対する

実態調査の－例示

林業技術普及に関する理論的考察は以上にとどめ'次。
に具体的例示として昭和27年10月埼玉県某村で行っ

た林業技術普及事業に対する実態調査の一例示を述べて

みよう。この調査結果をあげる目的は，今まで行ってき

た林業技術普及事業に対す愚抽象的理論的考察に対して

いくらかでも具体的論証を提供することにある。

調査村はわが国でも造林地としてすぐ券1，た山村であ

り，経済的にも山村としては恵く．まれている村である。

調査嬢山林5町歩以上所有じている比較的林業経営腱は

関心をもっている山林経営者20名を選び戸票調査を行

った。調査は，山林経営者の知的水準,林業技術普及事

業及び林業技術に対する意見並びに林業技術普及方法に

対する意見等に関して行った。

一調査結果とその考察一

第1，貴方の最終学歴

学歴の内訳は，実業学佼2名，蚕業講習所1名，中学

校1名，中学中退1名，高等小学校9名であり，知的水

準は比較的高いことを推察させる。このことは当村にお

いては普及活動は比較的露であり．普及事項の露容性

も比較胤嫡いことをサヂエストするものでありj叉木調

査も充分信懸性のおけることを示すものである5．

第2，貴方の家では新聞をとっておりますか。

寂っている20名で全部新聞をとっているわけで，こ

のことも当村の文化水準の比較的高いことを示すもので

あろう。

第3，貸方の家ではラヂオを聴いておりますか。

答は聴いている20名で，全部の経営者の家でほラヂ

オを所有し，毎日聴いているわけである。このことは文

化水準並び挺経海k準の高いことを示すと同時に林業技

術著及方法としてラヂオを利用することの有効性左暗示

するものであろう。

第4，貴方の家では「林材」などの林業に関する雑誌

をとっていますか。もしとっていればその雑誌名。

雑誌をとっているものはわずか1名壱あり，その緊嶬

名ば「山林」「*襟j"m_lである。

第5，笈t方の家では林業に関する新聞をとっています

か。とっていればその新聞名。

全体の中3名程とっている。新聞名は「林材」（3名）

「木材新聞」（1各一この人は同時に林材もとっている

一)である。第4,第5の調査からみて当村の経営者力蛎

業に相当満い関心をもっていることを示すものである。

第6』鋤愉普及員の普及する技術について貴方はどう

お考えですか。

イ，別に考えたことはない。（8名）

戸，実際とは離れていて，すぐ蕊行できるかどうかわ

からない。（4名）

ハ，よく理解できない。（なし）

二，経潤約にもうかるかどうかわからない。（なし）

ホ，実際的ですぐ実行したいと思う。（5名）

へ，その他（3名）

その他の3名は，技術員の技術そのものを実際的に高

度化してほしいという職種的意見をのべている。この調

査結果からみると，過半数以上は林業技術に対して関心

をもっていることを示している。そして5名が林業技術

に対して賛意をあらわしているが， ロ（4名)，へ（3

名）合計7名のものがそれぞｵ'不信と不満をあらわして

いることからみても，今後林業技術そのものの反省に，

われわれは全力をそそがなくてはならないことをサヂエ

ストするものであり，如上の論旨の妥当性を若干ながら

もう､らづける､ものである。

第7，林業技術普及員の普及によって改良したことが

ありますか。

ありというのがわづか3名歪あり他は全部否定してい

る。この結果は*鐸技術普及に対してわれわれは充分反

省しなくてはならないことを示すものであろう。

第8；慨方の家では間伐をやっていますか。

一

口

G

１
１

ー

やっているならば
その理由

’

1
やっていないならば
その理由 ．

《
』

ｲ'鳥篭製峡議f
p，儲かるからやっている

（2名）

ハ，山が美しくなるからや
っている(IA名）

二，森林法では間伐麓奨励
しているから（5名）

ホ，税対策上（6名）

へ，伐期前に現金収入がほ
しいから（18名）

卜，その他（1名）

やり方をしらなかった

やっても儲からないか
ら

金がかかるから

手間がかかるから

山が荒れるので

その他

Ｌ
２

~

３
４
ａ
＆

20名の溜轌者が全部間伐をやっている。そしてその

理由はへが圧倒的に多い。このことは当村で間伐が行わ

れているのは進琳技術的意味において行ｵつれているので

はなくて，保続的な現金収入を得んとする経営主体の経

済離擢塞塁によって行われていることを示す．ものである。
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野村：林業技術普及事業の埜本的溝想(2)

かくの如く技術が経営主体に採用され愚場合にはあくま

で経済的要望が第一義的なものとして:作用するのであ

り，造林技術的要望にもとづくものではないsこのこと

は叉私の論旨の妥当催をうらづけるものであろう。

第9，林業技術普及員の活動中何が-審役に立ったか

イ，展示林（3名） 画，印刷物（8名） ハ‘巡回

普及（9名） 二，講習懇淡（13名）水，ラヂオ（9名）

二，が多く，そして予期庭反してイ，が少な､､のは経

営者力湧きたいことを，面接して質問したり自分の意見

麓吐繍して批判してもらう機会を望んでいることを示し

ている。巡回普及の多いのも同穰な理由によるのであろ

う。この綣果からみて，指導員がこ厳めに巡回してまわ

る:ことが一番普及方法としての効果のあがることをもの

劒薙っていろ。このことからいっても普及員の増負がの

ぞましいことを知りうる。そして叉ヲヂオの多いの|蟻

3の調査とあいまって普及上ラヂオを利用することの有

効性を示すものである。

第10,謡習懇淡会は1年の中何月力鐘しいか。

ユ月（3名)， 2月（9名)， 3月（5名)． 4月（4

名),5月（2名)，8月(2名)，9月（2名), 12月(1

名)〃 2月が一番多いが，全殻的には1月～4月までの

冬剣Mこのぞんでいるといいうる。

第皿，配布する印涌峨は役に立つか。

イ，立つとい5もの（15名) vｺ，立たないというもの

（1名）ハ，意見のないもの（4名）

イ，が圧倒的に多いの峰印刷物は林業技術普及上，

実施方法記充分研究し，創意を働かせれば有益な手段と

なることを示すものであろう。

第12，図表によ癌説明はよく理解しうるか。

イ，理解し得る（12名） 口，理解掻き涯い（4名）

ハ，意見のないもの（4名）理解し得るものは12名で

大半のものは理解できるが，図表ばなれない人には理解

できないこともある。美しく，やさしく，皆の注意を引

く榛に工夫することが必要である。

第13，講習は理解できるか。

イ，理解し得る（18名）戸，できない（ない）ハ，意

見の愈いもの（2名）圧倒的にｲが多し､。第12に比較

して，技術著及上経営者側がよりよく理解心得ることを
示している。

第14，貴方は夜10時半から15分間毎日やってい

るラヂオの挫業講座（澗藻に関するものは月に3，4回

やっておりました）を聴いて溌られますか。

イ，聴いている（8名）ロ,聴いてい熊い(12名）
もし聴いていないとすればそれはいかなる理由ですか。

イ，知らなかった(5名）戸，時間的にまずい（6名）

ハ，イf頚が忙しい（1名）二，内容芳極白くないし』効

果的でない（なし）

第9の調査では当村ではラヂオによる普及が比i鮫的有

効であ港ことを示していたが,毎日のラヂオ農業識座を

蝋､ている亀の8名, ]癖､ていないもの12名で,過半

のもの力聴いていない。しかもI卿､ていたい理由はイ，

わが義である。このことは今後ラヂオを利用して林業技

術普及詮行う場合には，先ず事前にこの実行を徹底さぜ

ること，並びにラヂオーの放送時間に対して充分研究し，

最も適当な時間を定める必要のあること左示すものであ

_ろり。

第15, ラヂオの放送時間力踵ずいとすれば何時頃が

よいでしょうかb

イ，午前7時30分（3名） 戸〃午後12時30分

（］名）ハン4幾19時~20時30分（10名）2，21
時半（1名）ホ，意見のないもの（5名）

以上の様H琶圧倒的にハ，ガ参い。恐らくこの時間は農

家の夕食時壱，1日中で1家全体秒鍛もくつろいでいる

時なのであろう。 ・

第16，鰯画，幻灯は鐸郷§普及上いかに考えます
か。

イ，少しとり入れたが宜しい（9名）口，多くとり入

れる方がよい（10名）ハ，止めた方がよい（なし）二，

意見のない．もの（1名）

イ，ロが圧倒的に多い。これはこの方法の適度の擁用

の可能性を示唆するものであろう。

第16，最後に林築普及蕊業に対ﾂｰる貴方の御意見詮

鈷教え下さい。該当のものに○をつけて下きい。

イ，､林業技術普及は効果があると思う（6名）ロ，た

いしてないと思う（3名）ハ，全く無関心歪ある （な

し）二，林業蝿I§普及は従来効果はなかったが，やり方

によってば効果があると思う（7名）ホ，現在の普及組

織では効果はあがあまいと思うもなんとか他の方法をと

るべきであろう（3名）へ，その他（2名）

この機に二，（7名） イ，（6名） ロ，ホ（各3名）

へ，（2名）の順である。 3名力観在のﾎ鐸技術蕃及事

業}こ対して‘‘たいしてないと思う，,と全く否定している

が|, Lかしながら大勢の意見としては，現在の技術普及

を戟極的I唾肯定しているかあるいは現況では不満奮ある

が，やり方腫よっては将来充分効果があるという意見で

ある。この点より制鍵術普及事業朧今録分研究し，

改善にっとあるならば所期の効果篭あげうることを示し

ている。叉その他として2名が意見をのべてい為が，､こ

の両名とも，現在よ蠅織を充実し, ．蜜及員を増加し－

この問題は究鹿的には予算の拡充の問麗渡帰着す為－篭

樋約な活動することをのぞんでいるが, ｡このことは株業

技術そのものの反省及び普及方法のより一層の創意工夫

‐
毎

里ゴ

←
《
』

■
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野村：林業技術普及事業の韮本的溝想②

うちでも大きな窓溌と位置を占めている。私はこの制度

のすぐれた発展により，必ずわが国の民有林，すすんで

はわが国ﾎ榛の振興と一大躍進を達成し得ること左確信

している。（昭和”年10月31日）

一引用女献一

難1．林業擁術研究普及助長黙業要綱参照

鵜2． 畑野重雄「技術の意味について」農業総合研究

第5巻第3号

雛3．野口弥畜箸農学概論錐賢堂157頁参照

雑4．束畑糖一霧一農政学縫の記爆鮒醗跳 1鵠

頁参照

篭5．前掲鵲3の163頁参照

静6． Ralph．W・Mar”is？ Econo函icsofPrivate

FOrestryl939.120頁参照

機7． 青梅･"11林業地帯調査研究資料第2集

森称施業の実態とその検討一誇玉県束吾野村－

農林省林業試験場

籍8． 内山政照｢幾業普及の韮礎概念

一一社会学的農業普及論（1）一一」

漫鐸蔀I暁第4巻第4号1～59頁

内山氏は，本レポートの中で普及方法論として①経済

掌的普及論②緩営学的普及論③目的論的普及論、社会

人類学的普及論⑤社会学的普及論と5つあげておられ

るが，①の経済学的普及論のわが国における代表的な

ものとして東畑博士の睦術と経済」に関する諸諭を

あげてお'られ為。

鶚9．東畑精一著一農政学徒の記録簡繼社127

頁参照
忠

無10・ 安孫子孝一「研究と普及の緒節点」艇業技術第

7巻9号参照

器11． 小倉武一｢普及事業の埜本捲想」農業技術第

6巻4号2頁参照

鵠12． 原政司階及事業の織雛普及の理論｣農業技

術第7巻7号41雲隠

とあいまって，林業技術普及事業発展のたぬの基本的な

必要惑項である。

む す ぴ

以上林業技術普及事業の基本的な諸問題にわたって論

述してきたが，ここで簡単に本レポートの内容を概括し

てみよ5．林業技術普及事業はもちろん普及事業そのも

のもまえがきで据摘しておいた鞍に誕生以来なお日が

あさく，その理論的研究は不充分であり，現在普及の概

念，方法論等にも数多の異論力零在している。この襟な

現況にかんがみ本レポートはあく詣で基本的な理論的考

察を中心に，しかる後具体的普及方策に論及せんとし

た。1挺おいては称業技術，さらには技術の理論的考察

まで遡って，純業技術普及の意義を検討し，そして叉従

来②披刷譜及の織勝の根本的一要因とし乞沸業技術その

ものに対する無反省であることを指摘したb 2において

は林業技術普及方策の二側面として第1，聴業技術普及

阻碍因子の排除,第2，林業蛎翻譜及方法とをあげ，第

1については差らに阻碍因子として社会的因子と経済的
因子の二者に分け，各共にyついで排除方瀧を理論的，具

体的腫論及した。そしてこの論及は必然的に,林業技術

普及事業の性絡,普及事業の限界並びに公共政策との関

連にまで及んだ。

3においては林業按術普及組織普及の全休並びﾔご普

及員の配湿員数等の問題について考察を加えた。そして

現実的な問題として,普及予算の制約があることを指摘
し，どらしても普及予郵の拡大の必蕊のあることを強認

した。

4においては如上の理論的な，そしていｵつば抽象的な

論述に対して，そのうらづけとしああいは参考として，

林業技術普及事業に対する実態調査を一例示としてあげ

た。

ホ鐸按術普及制蕊は，アメリカの占撹攻策の落し子電

あるが，この制度の憩議なり』正当性は,現在識者の一

致して認めるところである。こ＠制度は現在認”雛の

一
一

一

１
１

匙

＝

夕
－ －一

－一

（25頁より） はならないようである。論文などもよく送ってあり’現
考えなければならない大匙な問題竃あろう。 に若干名前も知られ，知己もあり』外国の勝手もｵづかつ

次に出席する人の問題であるが，小生の同僚の間に獄 ている〃又套話にも剛Iれているような人の方がよいので
まだ国外に出たことのない働き盛りの若い人を週l,とい はないかと.思われる。若い入が出ることば’もちろんそ
う意見があるそうであるが,私はいささか考えを異にす の人jことっては意義のあることではあり，叉延いて億我
惑。この会議はもちろん政治会議でなく科学者の集り､G 国林学のために寄与す潟ことにな為ことはも､､脇ろんであ
ほある瀞,獄,“国際会議四立場又国の代表という考 るが,しかし前述の如きわけ“あるから･会議そのも
えから云うと相当の年配の人の行く方がよいように惑ぜ のから，あ葦り徹底した知識はとり得ない､ごあろう。か

嫌な人はむしろ文部省の留学生として，ジツクリ刷究出られる。

日本入は兎角く若<見られる。小僧子のように見られ 来る体勢透行くことに努力する方がよりよいように小生
る人が行ったの壷は』矢張りその国の重きを示すことに としては毒えている。
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工場次長
兼商材郡長

工場次長
錠山林部長

田中文雄本社

工場

東京・銀 座

北海道・苫小牧市

愛知県e春日井市

磯地金助

工藤五郎
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本州製紙鑿
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本社
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あけましておめ芒とうございます。暖冬異変のおかげで，早
くも南国では梅も咲き香り，麦の徒長に悩むとか,東京地方も
大変楽な靭夕を過していますが，野も山も凍りついて，空の涯
まで灰色一色の北国ではまだまだ伐採‘こ・銀出に並友ならぬ御
苦労の明け馨れでしょう。

× ×

新年号を飾るr新春の言麹には各方面の指難嗣の方女から
r今年の抱負」についてうかがうことが出来た。同じく斬掲職

のr日林快三十年史｣と共に御熟読下さることをお願いします。
今年はこれから次営次ぎといろいろな計画をたてて，最大の

使命である本誌内容の充実に力を注ぎ13.000の縦者のみな験
の御期待にそなかぬr袴た鈍る雑翰の建設へ努力いたします。
どうぞご期待の上みな糠からも編集上のきだんなき御意見・御
注意など．どしどしおよせ下さるようお願いいたします，
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